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問い合わせ

2▶ 3 歴史民俗館から街なかの魅力発信

4▶ 5 分別排出でごみ減量・リサイクル

6▶ 7 ８月は同和問題啓発強調月間です

8▶ 9 こどもへのまなざし運動特集

11▶ 14 佐賀市の財政を公表します

22▶ 27 おしらせ

28▶ 30 こどものページ

32▶ 33 イベント案内

34 ８月の相談コーナー

36 エスプラッツ誕生祭
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２３ 市報さが 平成23年８月１日号

ピアノ基金コンサートで購入したボス

トンのピアノ。コンサートで活躍中。

南側をとおる長崎街道。窓から望むと、

昔の面影がよみがえってきます。

吹き抜けとなっている1階は、天井が

高く、太陽の光がふりそそぎます。

皆さんをお迎えする浪漫座のスタッフ。

角田章裕さん（中央）と、姉の角田千代

子さん（右）、補伽敦子さん（左）。

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
旧
古
賀
銀
行
の
１
階

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ﹁
浪
漫
座
﹂︒

佐
賀
市
の
企
画
に
応
募
し
た
角
田
章
裕
さ

ん
が
運
営
し
て
い
ま
す
︒
音
楽
と
食
事
を

と
お
し
た
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
︑

そ
し
て
情
報
発
信
の
空
間
と
な
り
ま
し
た
︒
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﹄
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ソ
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テ
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も
務
め
情
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を
発
信
中
で
す
︒
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歳
代
の
こ
ろ
白
山
で
店
を

30

や
っ
て
い
た
と
き
は
︑
こ
の
旧
古

賀
銀
行
の
前
を
通
っ
て
通
勤
し
て

い
ま
し
た
︒
こ
の
モ
ダ
ン
な
建
物

で
カ
フ
ェ
を
や
り
︑
に
ぎ
わ
い
を

つ
く
り
だ
し
︑
い
ろ
ん
な
情
報
を

発
信
で
き
れ
ば
と
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
し
た
︒
今
は
そ
の
夢
が
か
な

い
ま
し
た
︑
夢
は
か
な
う
も
の
で

す
ね
︒
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
の
夢

が
実
現
す
る
よ
う
︑
浪
漫
座
で
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
﹂
と
微
笑
む
角
田
さ
ん
︒

心
地
よ
い
雰
囲
気
の
浪
漫
座
︒

皆
さ
ん
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
︒

浪 漫 座
佐賀市柳町2-9

佐賀市歴史民俗館 旧古賀銀行内
☎24・4883 ℻22・6849

営業時間：10：00〜17：00
店休日：月曜（祝日の場合火曜）

年末年始
http://www.romanza.jp/index.html

企画・取材・編集
本庁 秘書課 広報係
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ツ
イ
ン
マ
ー
マ
ン
の
夢

１
７
３
０
年
代
の
ド
イ
ツ
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
。
ツ
イ
ン
マ
ー
マ

ン
氏
が
店
主
の
カ
フ
ェ
に
は
、
週

末
に
な
る
と
夢
を
持
つ
音
楽
家
が

集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の

一
人
が
作
曲
家
バ
ッ
ハ
で
し
た
。

当
時
、
演
奏
会
は
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
で
開
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、

数
多
く
の
音
楽
家
が
誕
生
し
ま
し

た
。
カ
フ
ェ
に
は
音
楽
に
限
ら
ず

多
く
の
芸
術
家
が
集
ま
り
、
新
し

い
文
化
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
伝
統
を
佐
賀
で
受
け
継
ぐ

の
が
、
浪
漫
座
な
の
で
す
。

①毎回多くの人が来場するコン

サート。②ランチメニューは地

元の食材がたくさん。③旧古賀

銀行、明治時代の建物。④シシ

リアンライスも人気の一品です。

②
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ナ
リ
テ
ィ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
司

会
を
務
め
ま
す
︒

｢世
界
に
羽
ば
た
く
地
元
の
音

楽
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を
育
て
た
い
で
す
ね
︒
そ
の

た
め
に
役
立
て
ば
﹂
と
現
在
︑
こ

こ
旧
古
賀
銀
行
で
毎
月
第
３
土
曜

日
の
夜
に
﹃
ツ
イ
ン
マ
ー
マ
ン
の

夢
﹄
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
し
て
い

ま
す
︒
最
初
は
ク
ラ
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ッ
ク
に
詳

し
く
な
か
っ
た
と
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う
角
田
さ
ん
︒

﹁
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楽
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問
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ま
せ
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︒
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︑
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︑
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に
雅

楽
や
和
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の
コ
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も
開
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ま
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︒
私
の
と
こ
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で

は
音
楽
の
垣
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は
あ
り
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﹂
と
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す
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︑
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︑
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報
も
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今
で
は
毎
週
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曜

日
︑
昼
の

時

分
か
ら
Ｆ
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で
放
送
し
て
い
る
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の
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﹃
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ボ
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・
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賀

音
楽
と
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事
が
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ッ
ク
ス
し
て

あ
な
た
を
癒
し
て
く
れ
る
空
間
︑

﹃
浪
漫
座
﹄︒
店
長
の
角
田
さ
ん
は

旧
古
賀
銀
行
に
人
を
集
め
︑
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
佐
賀
市

が
募
集
し
た
企
画
コ
ン
ペ
に
応
募
︑

﹁
街
な
か
の
情
報
発
信
︑
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
︑
音
楽
家
の
育
成
﹂
を

目
指
し
営
業
を
始
め
ま
し
た
︒
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角
田
さ
ん
は
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
を
志
し
て
い
ま
し
た
︒
上

京
し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け

た
経
験
も
あ
り
︑

歳
か
ら
は
佐

30

賀
で

年
間
︑
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ

10

音楽をとおして多くの

人が集い、出会い、そ

して談笑して、佐賀か

ら新しい文化を発信で

きる店にしたい、と話

します。

角田 章裕さん
すみだあきひろ

特集 浪漫座
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　佐賀市では、『平成24年度までに
平成20年度比10％の燃えるごみ量
の削減』を目指しています。
　市民の皆さんのご協力をお願い
します。

出典 ： 経済産業省ホームページ、アルミ缶リサイクル協会ホームページ
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新聞紙 ダンボール 雑誌

新聞紙
雑誌

ダンボール
ダンボール箱
絵本

繊維（カーペット等）

シート（卵パック等） 結束バンド等

植木鉢等

 

洗浄して30回程度
繰り返し使用

ガラスびん
ガラス繊維等

リターナブルびん 左記以外のびん

アルミ缶 スチール缶

自動車部品
アルミ缶等

鉄筋、鉄骨等

　

平
成
22
年
度
は
、
約
５

万
リ
ッ
ト
ル
が
燃
料
と
し

て
再
生
さ
れ
ま
し
た
!!

４５ 市報さが 平成23年８月１日号

家
庭
か
ら
出
す
ご
み
は
︑
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き
分
別
し
︑
指
定
日
に
︑

決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
︒

適
正
に
分
別
す
れ
ば
︑
ご
み
も
資
源
に
な
り
ま
す
︒

資
源
と
し
て
出
さ
れ
た
ご
み
は
︑
次
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
︒

●
佐
賀
市
で
は
︑
使
用
済
食
用
油
も

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
︒

使
用
済
の
食
用
油
︵
植
物
性
︶
は
︑
油
の

入
っ
て
い
た
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に

入
れ
︑
し
っ
か
り
ふ
た
を
閉
め
て
︑
公
民
館

や
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
な
ど
に
置
い
て
い
る

﹃
緑
の
ボ
ッ
ク
ス
﹄
に
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

市
で
回
収
後
︑
ご
み
収
集
車
の
燃
料
と
し
て

再
生
し
ま
す
︒

米
ぬ
か
ぼ
か
し
を
利
用
し
た
講
座

親
子
で
﹁
生
ご
み
堆
肥
﹂
か
ら
作
る
土
で

花
の
寄
せ
植
え
に
参
加
し
よ
う
︒

■
日
時

８
月

日
㈰

時
～

時

分

28

10

11

30

■
場
所

ひ
ょ
う
た
ん
島
公
園
︵
兵
庫
町
︶

■
対
象
者

子
ど
も
︵
小
学
生
ま
で
︶
と
そ

の
保
護
者

先
着

組
30

■
参
加
料

１
組
２
０
０
円

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
循
環
型
環
境
・
農
業
の
会

☎

・
５
０
７
４

℻

・
４
９
１
３

47

47

水
き
り
方
法
な
ど
の
講
座

水
切
り
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
る
堆
肥
化

な
ど
の
講
座
に
参
加
し
よ
う
︒

■
日
時

８
月

日
㈮

26
時

分
～

時

分

13

30

14

30

■
場
所

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

花
は
な
︵
久
保
田
町
︶

※
参
加
料
無
料
︑
申
し
込
み
不
要
で
す
︒
花

苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
︒
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

思
斉
生
活
会
議

☎
・
℻

・
８
５
２
５

37

※
２
団
体
と
も
︑
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﹂
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︑
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︶
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の
調
理
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で
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で
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き
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

組
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募
多
数
の
場
合
抽
選
︶
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加
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無
料
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申
込
方
法

郵
便
番
号
︑
住
所
︑
親
子
の

氏
名
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ふ
り
が
な
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話
番
号
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記
し
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が
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︑
フ
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ク
ス
︑
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子
メ
ー
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ま

た
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話
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︒
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期
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９
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定
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に
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９
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７
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９
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０
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４
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　佐賀市では、『平成24年度までに
平成20年度比10％の燃えるごみ量
の削減』を目指しています。
　市民の皆さんのご協力をお願い
します。

出典 ： 経済産業省ホームページ、アルミ缶リサイクル協会ホームページ
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差
別
は
今
で
も
あ
る
の
で
す
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
手
の
立
場
を
考
え
て

適
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

就　

職

「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は

ど
ん
な
人
？
」

就
職
試
験
は
本
人
の
能
力

次
第
で
す
。

居　

住

「
こ
こ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
？

ど
う
い
う
土
地
な
の
？
」

住
む
と
こ
ろ
は
自
由
で
す
。

結　

婚

「
結
婚
決
ま
っ
た
って
！

お
め
で
と
う
。と
こ
ろ
で

相
手
は
ど
こ
の
人
？
」

結
婚
は
二
人
の
問
題
で
す
。

６７ 市報さが 平成23年８月１日号

差
別
は
今
も
あ
り

ま
す
︒

国
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
よ
る
地
域

改
善
対
策
︵
同
和
対

策
︶
の
結
果
︑
生
活

環
境
な
ど
の
改
善
に

一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
︑
結
婚
・
就
職
・

居
住
な
ど
に
か
か
わ

る
心
理
的
差
別
の
問

題
が
残
っ
て
い
ま
す
︒

最
近
で
は
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
同

和
問
題
に
関
連
し
た

個
人
を
誹ひ

謗ぼ
う

・
中
傷

す
る
書
き
込
み
が
掲

示
さ
れ
る
事
件
も
起

き
て
い
ま
す
︒

佐
賀
市
同
和
問
題
講
演
会

■
期
日

８
月

日
㈬

17
時
開
場

時

分
開
演

13

13

30

■
場
所

佐
賀
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル

■
内
容

第
一
部

心
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト

出
演

Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
さ
ん

第
二
部

講
演

演
題

『ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
﹄

講
師

中な
か

倉く
ら

茂し
げ

樹き

さ
ん

︵
徳
島
県
人
権
啓
発
青
少
年
団
体
連
絡

協
議
会
﹁
止し

揚よ
う

の
会
﹂
事
務
局
︶

※
入
場
無
料
。
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
の
希
望
者
は
、
８
月
９
日
㈫
ま
で
に
人
権
・
同
和
政
策
課

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア

市報さが 平成23年８月１日号

クローズローズ ップップ

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
で
き
ご
と

を
題
材
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

市
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
お
よ
び
市
民

■
応
募
作
品

一
人
１
点
、
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

画
用
紙
の
大
き
さ
は
、
四
つ
切
り
ま
た
は
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
も
し

く
は
そ
れ
に
準
ず
る
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募
く
だ
さ

い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
人
権
・
同
和
政
策
課
ま
で
送
付
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

９
月

日
㈮

16

※
優
秀
作
品
は
、
人
権
啓
発
資
料
︵
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
︶
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
９

−

０
９
１
５

佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
藤
木
１
０
０
６

−

１

人
権
･同
和
政
策
課
(ほ
ほ
え
み
館
︶
☎

・
７
３
６
７

℻

・
４
５
４
９

40

34

第

回
九
州
地
区

38
人
権
・
同
和
教
育
夏
期
講
座

■
テ
ー
マ

子
ど
も
や
地
域
・
職
場
が
元
気
に
な
る

学
校
づ
く
り
︑
ま
ち
づ
く
り
を

■
期

日

８
月

日
㈫
︑

日
㈬

23

24

■
会

場

有
田
町
・
嬉
野
市

■
参
加
料

２
︐
５
０
０
円
︵
資
料
代
︶

※
く
わ
し
く
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

☎

・
６
４
３
４

℻

・
６
４
３
５

62

62

誓 い

母は、あなたの産声を聞いたとき

うまれてきてくれて

ありがとう…と、つぶやいた。

母は、あなたのぎゅっとにぎりしめた

小さなその手をみたとき

心、しあわせに…と、祈った。

母は、あなたが一歩あるいたとき

たくましく育って…と、願った。

そのためには、差別のない社会をと誓う。

(ある母親の詩)

同
和
問
題

同
和
問
題

人
は
、
自
分
の
意
思
で
生
ま

人
は
、
自
分
の
意
思
で
生
ま

れ
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
で

れ
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
に

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
に

は
生
ま
れ
た
場
所
な
ど
を
理
由

は
生
ま
れ
た
場
所
な
ど
を
理
由

に
差
別
さ
れ
る
と
い
う
、
大
き

に
差
別
さ
れ
る
と
い
う
、
大
き

な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
は
、
歴
史
の
中
で

同
和
問
題
は
、
歴
史
の
中
で

作
ら
れ
た
身
分
制
度
や
歴
史
的

作
ら
れ
た
身
分
制
度
や
歴
史
的

社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の

社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の

意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、
現

意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、
現

在
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現

在
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現

れ
て
い
る
重
大
な
人
権
問
題
で

れ
て
い
る
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
す
。差

別
を
解
消
し
て
い
く
た
め

差
別
を
解
消
し
て
い
く
た
め

に
は
、
講
演
会
や
学
習
会
な
ど

に
は
、
講
演
会
や
学
習
会
な
ど

に
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
し

に
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
し

っ
か
り
と
し
た
知
識
と
理
解
を

っ
か
り
と
し
た
知
識
と
理
解
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。



差
別
は
今
で
も
あ
る
の
で
す
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
手
の
立
場
を
考
え
て

適
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

就　

職

「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は

ど
ん
な
人
？
」

就
職
試
験
は
本
人
の
能
力

次
第
で
す
。

居　

住

「
こ
こ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
？

ど
う
い
う
土
地
な
の
？
」

住
む
と
こ
ろ
は
自
由
で
す
。

結　

婚

「
結
婚
決
ま
っ
た
って
！

お
め
で
と
う
。と
こ
ろ
で

相
手
は
ど
こ
の
人
？
」

結
婚
は
二
人
の
問
題
で
す
。

６７ 市報さが 平成23年８月１日号

差
別
は
今
も
あ
り

ま
す
︒

国
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
よ
る
地
域

改
善
対
策
︵
同
和
対

策
︶
の
結
果
︑
生
活

環
境
な
ど
の
改
善
に

一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
︑
結
婚
・
就
職
・

居
住
な
ど
に
か
か
わ

る
心
理
的
差
別
の
問

題
が
残
っ
て
い
ま
す
︒

最
近
で
は
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
同

和
問
題
に
関
連
し
た

個
人
を
誹ひ

謗ぼ
う

・
中
傷

す
る
書
き
込
み
が
掲

示
さ
れ
る
事
件
も
起

き
て
い
ま
す
︒

佐
賀
市
同
和
問
題
講
演
会

■
期
日

８
月

日
㈬

17
時
開
場

時

分
開
演

13

13

30

■
場
所

佐
賀
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル

■
内
容

第
一
部

心
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト

出
演

Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
さ
ん

第
二
部

講
演

演
題

『ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
﹄

講
師

中な
か

倉く
ら

茂し
げ

樹き

さ
ん

︵
徳
島
県
人
権
啓
発
青
少
年
団
体
連
絡

協
議
会
﹁
止し

揚よ
う

の
会
﹂
事
務
局
︶

※
入
場
無
料
。
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
の
希
望
者
は
、
８
月
９
日
㈫
ま
で
に
人
権
・
同
和
政
策
課

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア

市報さが 平成23年８月１日号

クローズローズ ップップ

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
で
き
ご
と

を
題
材
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

市
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
お
よ
び
市
民

■
応
募
作
品

一
人
１
点
、
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

画
用
紙
の
大
き
さ
は
、
四
つ
切
り
ま
た
は
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
も
し

く
は
そ
れ
に
準
ず
る
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募
く
だ
さ

い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
人
権
・
同
和
政
策
課
ま
で
送
付
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

９
月

日
㈮

16

※
優
秀
作
品
は
、
人
権
啓
発
資
料
︵
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
︶
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
９

−

０
９
１
５

佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
藤
木
１
０
０
６

−

１

人
権
･同
和
政
策
課
(ほ
ほ
え
み
館
︶
☎

・
７
３
６
７

℻

・
４
５
４
９

40

34

第

回
九
州
地
区

38
人
権
・
同
和
教
育
夏
期
講
座

■
テ
ー
マ

子
ど
も
や
地
域
・
職
場
が
元
気
に
な
る

学
校
づ
く
り
︑
ま
ち
づ
く
り
を

■
期

日

８
月

日
㈫
︑

日
㈬

23

24

■
会

場

有
田
町
・
嬉
野
市

■
参
加
料

２
︐
５
０
０
円
︵
資
料
代
︶

※
く
わ
し
く
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

☎

・
６
４
３
４

℻

・
６
４
３
５

62

62

誓 い

母は、あなたの産声を聞いたとき

うまれてきてくれて

ありがとう…と、つぶやいた。

母は、あなたのぎゅっとにぎりしめた

小さなその手をみたとき

心、しあわせに…と、祈った。

母は、あなたが一歩あるいたとき

たくましく育って…と、願った。

そのためには、差別のない社会をと誓う。

(ある母親の詩)

同
和
問
題

同
和
問
題

人
は
、
自
分
の
意
思
で
生
ま

人
は
、
自
分
の
意
思
で
生
ま

れ
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
で

れ
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
に

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
に

は
生
ま
れ
た
場
所
な
ど
を
理
由

は
生
ま
れ
た
場
所
な
ど
を
理
由

に
差
別
さ
れ
る
と
い
う
、
大
き

に
差
別
さ
れ
る
と
い
う
、
大
き

な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
は
、
歴
史
の
中
で

同
和
問
題
は
、
歴
史
の
中
で

作
ら
れ
た
身
分
制
度
や
歴
史
的

作
ら
れ
た
身
分
制
度
や
歴
史
的

社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の

社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の

意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、
現

意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、
現

在
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現

在
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現

れ
て
い
る
重
大
な
人
権
問
題
で

れ
て
い
る
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
す
。差

別
を
解
消
し
て
い
く
た
め

差
別
を
解
消
し
て
い
く
た
め

に
は
、
講
演
会
や
学
習
会
な
ど

に
は
、
講
演
会
や
学
習
会
な
ど

に
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
し

に
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
し

っ
か
り
と
し
た
知
識
と
理
解
を

っ
か
り
と
し
た
知
識
と
理
解
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。



子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

市

８９ 市報さが 平成23年８月１日号

今
回
か
ら
、
地
域
の
各
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
み
を
推
進
す
る
事
業

﹃
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業
﹄
の
取
り
組
み
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回
﹃
ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞
﹄
募
集

佐
賀
市
で
は
、
子
ど
も
を
育
む
４
つ
の
場
︵
家
庭
、
地
域
、

企
業
等
、
学
校
等
︶
で
、
４
つ
の
視
点
︵
命
・
自
立
・
他
者

と
の
か
か
わ
り
・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
︶
を
も
と
に
主

体
的
、
積
極
的
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
個
人
、
団

体
、
事
業
者
な
ど
を
募
集
し
、﹃
ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞
﹄
と
し

て
表
彰
し
ま
す
。

■
表
彰
部
門
︵
２
部
門
︶

個
人
の
部

団
体
の
部

■
対

象

市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は
、
ま
な
ざ
し
運
動
に
参
加
登
録

し
た
企
業
、
事
業
所
。︵
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
︶

■
申
込
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
郵
送
、
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
も
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
に

電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

月

日
㈪
︵
当
日
消
印
有
効
︶

10

31

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

巨
勢
っ
子
を
育
む
連
絡
協
議
会

平
成

年
８
月
か
ら
毎
月
第
一
日
曜
日
の
朝
、
巨
勢
公
園

22

で
﹁
巨
勢
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
会
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
会
は
各
種
団
体
が
当
番
で
担
当
す
る
た
め
、

各
団
体
の
当
番
時
は
構
成
員
の
参
加
が
増
え
る
と
い
う
効
果

も
出
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
各
団
体
と
子
ど
も
が
関
わ
る

23

活
動
を
﹁
子
ど
も
を
育
む
活
動
一
覧
表
﹂
と
し
て
整
理
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
６
月
開
催
の
会
議
で
は
、
団
体
間
で
応

援
の
依
頼
や
、
団
体
活
動
に
子
ど
も
た
ち
の
出
番
を
作
れ
な

い
か
な
ど
、
提
案
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
大
き
な
校
区
で
な
い
た
め
、
通
学
合
宿
や
巨
勢

ま
つ
り
、
体
育
大
会
・
文
化

祭
な
ど
で
協
力
が
で
き
て
い

ま
し
た
が
、
一
覧
表
に
よ
り

組
織
的
な
協
力
体
制
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

巨
勢
っ
子
を
育
む
連
絡
協
議
会

会
長

池
田

俊
明

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

思
斉
の
教
育
を
進
め
る
会

｢お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
﹂
自
治
会
ご
と
の
集
合
場
所

に
大
人
と
子
ど
も
の
元
気
な
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

４
月

日
︵
金
・
祝
︶
の
久
保
田
町
内
一
斉
清
掃
で
は
、

29

地
元
の
思
斉
館
小
・
中
学
生
が
清
掃
活
動
に
参
加
し
、
地
域

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
清
掃
活
動
の
参

加
者
に
は
３
時
間
以
上
も
働
い
て
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

学
校
で
は
清
掃
活
動
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
質
問
の
中
に
は
、
な
ん
と
﹁
あ
な
た
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
自
治
会
長
さ
ん
の
名
前
と
顔
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
﹂
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
問
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

地
域
と
共
に
子
ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
学
校
側
の

熱
い
想
い
だ
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で

の
情
報
や
課
題
を
共
有
し
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一

員
と
し
て
し
っ
か
り
育
つ

よ
う
に
、
更
に
連
携
を
図

り
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。思

斉
の
教
育
を
進
め
る
会

会
長

西
岡

豊

ア
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力
走
す
る
パ
パ
は
︑

我
が
家
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
！

４
月
３
日
㈰
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
﹁
さ
が
桜

マ
ラ
ソ
ン
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
さ
な
が
ら
お
祭
り
の

よ
う
な
に
ぎ
わ
い
で
す
。
特
に
家
族
づ
れ
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
家
族
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。
パ
パ
の
仕
事
の
関
係
で
他
県
か
ら
佐
賀
に
移
っ
て
き

た
家
族
で
、
親
子
の
絆
を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

﹁
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！
﹂
と
の
パ
パ
の

呼
び
か
け
に
、
マ
マ
と
２
人
の
息
子
︵
小
学
生
︶
は
、
賛
成

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
出
発
点
に
並

ぶ
４
人
は
、
じ
ゃ
れ
あ
い
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。

｢ス
タ
ー
ト
！
﹂一
生
懸
命
走
っ
て
い
く
パ
パ
に
向
か
っ
て
、

大
声
で
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
真
剣
そ
の
も
の
で

し
た
。
き
っ
と
力
走
す
る
パ
パ
の
姿
は
、
子
ど
も
た
ち
の
目

に
は
、
か
っ
こ
い
い
英
雄
︵
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
︶
の
よ
う
に
見

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

や
は
り
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
は
、
笑
顔

が
一
番
！

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

的
野

勝

北
川
副

み
ん
な
の

﹁
ふ
れ
あ
い
花
壇
﹂

北
川
副
小
学
校
の
西
側
、
道
路
沿
い
に
﹁
ふ
れ
あ
い
花
壇
﹂

の
看
板
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、﹁
地
域
応
援
団
﹂
と
い
う

文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
を
中
心
に
、
先
生
、
保

護
者
、
地
域
の
人
が
共
に
作
り
育
て
る
花
壇
と
し
て
平
成
20

年

月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
花
壇
に
植
え
る
作
業
は
、
年

12
２
回
行
わ
れ
、
み
ん
な
の
力
が
結
集
し
ま
す
。

今
年
は
、
６
月

日
㈫
に
３
年
生

人
と
先
生
、
地
域
の

14

86

人
、保
護
者
で
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。﹁
植

え
方
は
こ
れ
で
い
い
で
す
か
？
﹂
花
壇
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

花
の
先
生
役
の
地
域
の
人
や
保
護
者
は
、
大
忙
し
。

｢こ
う
す
る
ん
だ
よ
﹂
と
手
を
添
え
教
え
ま
す
。﹁
花
を
も

っ
と
植
え
て
い
い
で
す
か
？
﹂
と
子
ど
も
た
ち
。﹁
い
い
よ
﹂

と
言
う
と
﹁
ヤ
ッ
タ
ー
﹂
と
大
喜
び
。
あ
っ
と
い
う
間
に
６

５
０
本
の
花
苗
が
植
え
終
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に

汗
を
流
す
っ
て
、
す
て
き
で
す
ね
。

秋
の
花
壇
作
り
に
は
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

新
郷

典
子

花
い
っ
ぱ
い
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

﹁
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

子
育
て
サ
ロ
ン
﹂

６
月

日
㈬
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
︵
兵
庫
町
︶
の
子
育
て

15

サ
ロ
ン
で
、
親
子

組
が
花
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

15

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
い
ろ
い
ろ
な
油
性
ペ
ン
を
使
っ
て
、

鉢
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
は
し
ゃ
ぎ
な

が
ら
船
や
車
の
絵
を
描
く
豆
画
伯
の
中
に
は
、
鉢
だ
け
で
は

物
足
り
な
く
、
自
分
の
顔
に
ま
で
描
く
子
も
い
ま
す
。
花
苗

を
鉢
に
植
え
よ
う
と
す
る
と
、
な
め
く
じ
が
登
場
し
て
、
子

ど
も
も
親
も
大
騒
ぎ
！
初
め
て
見
る
な
め
く
じ
に
興
味
津
々

で
す
。
や
っ
と
土
を
い
れ
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

手
伝
っ
て
く
れ
た
花
と
緑
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
、
市
の
緑
化

推
進
課
の
み
な
さ
ん
と
、
花
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
し
て
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
花
植
え
は
終
了
し
ま
し
た
。

花
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
も
楽
し
み
で
す
！

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

田
中

哲
雄

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
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課
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今
回
か
ら
、
地
域
の
各
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
み
を
推
進
す
る
事
業

﹃
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業
﹄
の
取
り
組
み
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回
﹃
ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞
﹄
募
集

佐
賀
市
で
は
、
子
ど
も
を
育
む
４
つ
の
場
︵
家
庭
、
地
域
、

企
業
等
、
学
校
等
︶
で
、
４
つ
の
視
点
︵
命
・
自
立
・
他
者

と
の
か
か
わ
り
・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
︶
を
も
と
に
主

体
的
、
積
極
的
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
個
人
、
団

体
、
事
業
者
な
ど
を
募
集
し
、﹃
ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞
﹄
と
し

て
表
彰
し
ま
す
。

■
表
彰
部
門
︵
２
部
門
︶

個
人
の
部

団
体
の
部

■
対

象

市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は
、
ま
な
ざ
し
運
動
に
参
加
登
録

し
た
企
業
、
事
業
所
。︵
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
︶

■
申
込
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
郵
送
、
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
も
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
に

電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

月

日
㈪
︵
当
日
消
印
有
効
︶
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31

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

巨
勢
っ
子
を
育
む
連
絡
協
議
会

平
成

年
８
月
か
ら
毎
月
第
一
日
曜
日
の
朝
、
巨
勢
公
園

22

で
﹁
巨
勢
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
会
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
会
は
各
種
団
体
が
当
番
で
担
当
す
る
た
め
、

各
団
体
の
当
番
時
は
構
成
員
の
参
加
が
増
え
る
と
い
う
効
果
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出
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
各
団
体
と
子
ど
も
が
関
わ
る

23

活
動
を
﹁
子
ど
も
を
育
む
活
動
一
覧
表
﹂
と
し
て
整
理
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
６
月
開
催
の
会
議
で
は
、
団
体
間
で
応

援
の
依
頼
や
、
団
体
活
動
に
子
ど
も
た
ち
の
出
番
を
作
れ
な

い
か
な
ど
、
提
案
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
大
き
な
校
区
で
な
い
た
め
、
通
学
合
宿
や
巨
勢

ま
つ
り
、
体
育
大
会
・
文
化

祭
な
ど
で
協
力
が
で
き
て
い

ま
し
た
が
、
一
覧
表
に
よ
り

組
織
的
な
協
力
体
制
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

巨
勢
っ
子
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育
む
連
絡
協
議
会

会
長

池
田
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明

地
域
元
気
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ッ
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事
業

思
斉
の
教
育
を
進
め
る
会

｢お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
﹂
自
治
会
ご
と
の
集
合
場
所

に
大
人
と
子
ど
も
の
元
気
な
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。
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月
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︵
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︶
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清
掃
で
は
、
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で
は
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る
の
で
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が
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が
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で
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る
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の
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会
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の
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と
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を
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ま
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？
﹂
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
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が
あ
り
ま
す
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と
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に
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を
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で
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︑

我
が
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の
ウ
ル
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マ
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！

４
月
３
日
㈰
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
﹁
さ
が
桜

マ
ラ
ソ
ン
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
さ
な
が
ら
お
祭
り
の

よ
う
な
に
ぎ
わ
い
で
す
。
特
に
家
族
づ
れ
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
家
族
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。
パ
パ
の
仕
事
の
関
係
で
他
県
か
ら
佐
賀
に
移
っ
て
き

た
家
族
で
、
親
子
の
絆
を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

﹁
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！
﹂
と
の
パ
パ
の

呼
び
か
け
に
、
マ
マ
と
２
人
の
息
子
︵
小
学
生
︶
は
、
賛
成

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
出
発
点
に
並

ぶ
４
人
は
、
じ
ゃ
れ
あ
い
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。

｢ス
タ
ー
ト
！
﹂一
生
懸
命
走
っ
て
い
く
パ
パ
に
向
か
っ
て
、

大
声
で
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
真
剣
そ
の
も
の
で

し
た
。
き
っ
と
力
走
す
る
パ
パ
の
姿
は
、
子
ど
も
た
ち
の
目

に
は
、
か
っ
こ
い
い
英
雄
︵
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
︶
の
よ
う
に
見

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

や
は
り
、
親
子
の
コ
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ュ
ニ
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ン
作
り
は
、
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が
一
番
！
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副

み
ん
な
の
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れ
あ
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小
学
校
の
西
側
、
道
路
沿
い
に
﹁
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れ
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い
花
壇
﹂

の
看
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が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、﹁
地
域
応
援
団
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と
い
う

文
字
が
書
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て
い
ま
す
。
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を
中
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に
、
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、
保
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、
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の
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が
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に
作
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て
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と
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平
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に
新
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ま
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に
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回
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、
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が
結
集
し
ま
す
。

今
年
は
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月

日
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に
３
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生
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と
先
生
、
地
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の
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人
、保
護
者
で
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
花
苗
を
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え
ま
し
た
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え
方
は
こ
れ
で
い
い
で
す
か
？
﹂
花
壇
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

花
の
先
生
役
の
地
域
の
人
や
保
護
者
は
、
大
忙
し
。

｢こ
う
す
る
ん
だ
よ
﹂
と
手
を
添
え
教
え
ま
す
。﹁
花
を
も

っ
と
植
え
て
い
い
で
す
か
？
﹂
と
子
ど
も
た
ち
。﹁
い
い
よ
﹂

と
言
う
と
﹁
ヤ
ッ
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ー
﹂
と
大
喜
び
。
あ
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と
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う
間
に
６
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０
本
の
花
苗
が
植
え
終
わ
り
ま
し
た
。
み
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な
で
一
緒
に

汗
を
流
す
っ
て
、
す
て
き
で
す
ね
。

秋
の
花
壇
作
り
に
は
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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６
月

日
㈬
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
︵
兵
庫
町
︶
の
子
育
て

15

サ
ロ
ン
で
、
親
子

組
が
花
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

15

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
い
ろ
い
ろ
な
油
性
ペ
ン
を
使
っ
て
、

鉢
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
は
し
ゃ
ぎ
な

が
ら
船
や
車
の
絵
を
描
く
豆
画
伯
の
中
に
は
、
鉢
だ
け
で
は

物
足
り
な
く
、
自
分
の
顔
に
ま
で
描
く
子
も
い
ま
す
。
花
苗

を
鉢
に
植
え
よ
う
と
す
る
と
、
な
め
く
じ
が
登
場
し
て
、
子

ど
も
も
親
も
大
騒
ぎ
！
初
め
て
見
る
な
め
く
じ
に
興
味
津
々

で
す
。
や
っ
と
土
を
い
れ
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

手
伝
っ
て
く
れ
た
花
と
緑
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
、
市
の
緑
化

推
進
課
の
み
な
さ
ん
と
、
花
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
し
て
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
花
植
え
は
終
了
し
ま
し
た
。

花
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
も
楽
し
み
で
す
！

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

田
中

哲
雄

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室

☎

・
７
３
５
４

℻

・
７
３
９
４

40

40



10

0円0御 祝

0円0見舞い

供花63,000円2弔 慰

備 考金 額件数支出種別

26,000円5会 費

関東富士町会、
関西佐賀県人会
へ特産品の寄贈

9,210円2接 遇

青年海外協力隊
員への激励金20,000円2激励金

0円0賛 助

118,210円11合計

0円0その他

0円0報奨金

県人会、総会等
の会費

市交際費

仮
称
﹁
１
％
支
援
事
業
﹂
の
意
味

市報さが 平成23年８月１日号

■
制
度
概
要

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
︑
市
民
活
動
団
体
が
行
う
公
益
的
な
事
業

の
中
か
ら
︑
市
民
が
応
援
し
た
い
と
思
う
事

業
を
選
ん
で
︑
市
へ
投
票
︵
届
出
︶
し
︑
そ

の
投
票
数
︵
選
ん
だ
市
民
の
数
︶
に
応
じ
て
︑

支
援
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
︒

※
こ
の
事
業
へ
の
市
民
か
ら
の
投
票
を
︑
現

在
受
付
中
で
す
︒
投
票
方
法
や
事
業
内
容
に

つ
い
て
は
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
﹁
制
度
・

事
業
・
団
体
紹
介
冊
子
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

■
募
集
内
容

・
制
度
の
事
業
名
称

(サ
ブ
タ
イ
ト
ル
等
も
可
︶

制
度
の
内
容
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
︑
市
民
に

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
名
称
を
募
集

し
ま
す
︒
そ
の
名
称
を
考
え
た
理
由
や
意
図

な
ど
も
あ
わ
せ
て
記
入
く
だ
さ
い
︒

■
応
募
方
法

制
度
の
事
業
名
称
︑
住
所
︑

氏
名
︑
日
中
連
絡
が
取
れ
る
電
話
番
号
を
記

載
し
︑
郵
送
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
︑
ま
た
は
窓
口
に
持
参
く
だ
さ
い
︒

※
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
︒
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
︒
７
月
中
旬
に
全
戸
配
布
し
た
︑

﹁
制
度
・
事
業
・
団
体
紹
介
冊
子
﹂
の
投
票
用

紙
に
記
入
し
て
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

た
だ
し
︑
あ
わ
せ
て
市
民
活
動
団
体
の
行

う
事
業
に
対
し
て
投
票
を
行
う
場
合
は
︑
本

佐
賀
市

市
民
活
動
応
援
制
度

こ
の
制
度
の
事
業
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒
み
な
さ
ん
か
ら
の
キ
ラ
リ
と
光
る
ア
イ
デ
ア

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒
市
内
外
か
ら
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
︒

﹁
１
％
支
援
事
業
︵
仮
称
)

｣

制
度
の
事
業
名
称
の
募
集

人
確
認
の
た
め
の
書
類
等
の
添
付
や

提
示
等
が
必
要
で
す
︒
ご
注
意
く
だ

さ
い
︒

■
申
込
期
限

８
月

日
㈪

22

※
こ
の
事
業
の
市
民
活
動
団
体
へ
の

投
票
期
間
と
同
じ

■
発
表

採
用
者
に
は
個
別
に
連
絡

し
ま
す
︒
入
賞
し
た
名
称
に
つ
い
て

は
︑

月
８
日
㈯
開
催
予
定
の
︑﹁
１

10

％
支
援
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
に
て
発

表
し
︑
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

ラ
ッ
キ
ー
賞
は
︑
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
０
１

佐
賀
市
駅
前
中
央
一
丁
目
８

−

32

市
民
活
動
推
進
課

市
民
活
動
推
進
係

(ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
)

☎

・
７
０
７
８

40
℻

・
２
０
５
０

40
位

k
a
tsu
d
o
@
city
.sa
g
a
.lg
.jp

こ
の
事
業
は
︑
佐
賀
市
の
個
人
市
民

税
の
１
％
を
原
資
に
１
票
あ
た
り
の
支

援
金
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
た

め
︑
仮
称
と
し
て
﹁
１
％
支
援
事
業
﹂

と
い
う
名
称
を
付
け
て
い
ま
す
︒

■入賞数および賞金等

古湯・熊の川温泉郷

特製お買い物バッグ、

特製タオル、古湯・

熊の川温泉郷無料入

浴券 など

※応募者の中から抽

選で決定

ラッキー賞

(50人程度)

佐賀の特産品

5,000円〜10,000円

相当の品

(佐賀牛づくしセッ

ト、佐賀米など)

優秀賞

(３人程度)

賞金30,000円
最優秀賞

(１人)

市
長
交
際
費
・
市
交
際
費
の
執
行
状
況

︵
平
成

年
度
︶
第
１
四
半
期
︵

月
～
６
月
)

23

4

0円0御 祝

0円0見舞い

香典50,000円5弔 慰

備 考金 額件数支出種別

40,000円8会 費

久米島からの来
客等への土産17,808円2接 遇

0円0激励金

0円0賛 助

107,808円15合計

0円0その他

0円0報奨金

総会、役員会等
の会費

市長交際費

■公開場所：総務法制

課情報公開係（本庁１

階南）、市ホームペー

ジ（「市長の部屋」→「交

際費公開」）

問
い
合
わ
せ

本
庁

秘
書
課

秘
書
係

☎

・
７
０
２
０

40
℻

・
３
４
６
３

24



佐
賀
市
の
財
政
を
公
表
し
ま
す

　

佐
賀
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
が
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
市

の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の

か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
２

回
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、

・
平
成
23
年
度
の
予
算

・
平
成
22
年
度
の
決
算（
見
込
み
）

・
市
税
の
納
付
状
況

・
そ
の
ほ
か
、
市
の
財
産
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
賀
市
の
予
算
を

市
民
一
人
あ
た
り

に
置
き
か
え
て
み

る
と
、
ど
う
な
る

の
？

佐
賀
市
は
何
に
対
し
て

最
も
多
く
予
算
を
使
っ

て
い
る
の
？

11 市報さが 平成23年８月１日号

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
平
成

年
度
の
市
税

23

収
入
は
︑
一
人
あ
た
り

万
４
千
円
︵
見
込
み
︶
で
す

12

が
︑
こ
れ
に
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
を
加
え
て
︑
市

民
一
人
あ
た
り
約

万
９
千
円
の
支
出
を
予
定
し
て
い

36

ま
す
︒

民生費

公債費
教育費

総務費

土木費土木費土木費

商工・農林
水産業費

衛生費

消防費
そのほかそのほかそのほか

施設管理などのために
３万６千円

産業振興の
ために
３万５千円

教育のために
４万円

消防や防災などのために
１万５千円

社会福祉のために
12万８千円

住環境整備など
のために
３万５千円

ごみ処理や健康
管理のために
２万９千円

借金返済の
ために
４万６千円

一人あたり
約36万9千円

※平成23年５月末の人口は、235,750人です｡

平成23年度予算(６月補正後) 市民一人あたりの支出の内訳

予算の使い道を市民一人あたりに置きかえてみると…予算の使い道を市民一人あたりに置きかえてみると…



12市報さが 平成23年８月１日号

ごみ処理や健康管理の
ために
69億円（7.9％）

消防や防災などのために
34億円（3.9％）

そのほか
14億円（1.6％）

社会福祉のために
300億円（34.5％）

借金返済のために
107億円（12.3％）

市の施設管理費など
84億円（9.7％）

学校や生涯学習など
の教育のために
95億円（10.9％）

住環境の整備などの
ために
83億円（9.6％）

産業振興のために
83億円（9.6％）

民生費

公債費
教育費

総務費

土木費

商工・農林水産業費

衛生費

消防費

そのそのほかほかそのほか

平成23年度予算
歳出（支出）
の内訳

市債
そのほか

国・県補助金

地方交付税
繰入金

使用料
手数料
ほか

市税

地方消費税など
39億円（4.5％）

市の借金
95億円（10.9％）

市民税などの税金
292億円（33.6％）

ごみ処理手数料など
53億円（6.1％）

基金などの取り崩し
15億円（1.7％）

すべての自治体が一定の行政
サービスを行えるように、国
から配分されるもの
197億円（22.7％）

市が行う特定の事業に対して、
国や県から配分される補助金など
178億円（20.5％）

平成23年度予算
歳入（収入）
の内訳

平成23年度一般会計予算（６月補正後）868億7,853万円［歳入・歳出同額]
※前年度と比較すると、4.6％増となっています。これは、地域経済の下支えとして住環境整備などのための

費用が増加したことや、子ども手当や生活保護費等の社会福祉のための費用が増加したことが要因です。

佐
賀
市
の
平
成

年
度
予
算
︵
６
月
補
正
後
)

23

佐
賀
市
の
平
成

年
度
予
算
︵
６
月
補
正
後
)

23

■特別会計（平成23年度予算) ■
特定の収入（国民健康保険税や下水道使用料など）で、その事業の支出がまかなわれている

会計の平成23年度予算（６月補正後）です。

国民健康保険
国民健康
保険診療所

後期高齢者
医療

公共下水道
特定環境保全
公共下水道

農業集落排水

３億
3,604万円

市営浄化槽

270億
874万円

9,096万円
25億

9,422万円
104億
7,439万円

８億
1,385万円

４億
6,777万円



13 市報さが 平成23年８月１日号

健康管理などのために
34億1,695万円（3.9％）

消防や防災などのために
35億6,063万円（4.0％） そのほか

23億7,087万円（2.6％）

社会福祉のために
計  277億7,823万円（31.4％）
　【内訳】少子化対策等　約106億3千万円
　　　　　高齢化対策等　約64億円
　　そのほか社会福祉等　約107億5千万円　

借金返済のために
107億5,158万円
 　　　（12.1％）

市の施設管理費など
120億9,206万円（13.7％）学校や生涯学習などの教育

のために
87億7,251万円（9.9％）

住環境の整備などのために
82億3,414万円（9.3％）

商工業の振興のために
26億2,448万円（3.0％）

農林水産業の振興のために
53億3,466万円（6.0％）

ごみの処理などのために
35億9,126万円（4.1％）

健康健康管理管理等健康管理等

消防費

そのそのほかほかそのほか

少子化対策等

高齢化
対策等

そのほか社会福祉等

総務費
公債費教育費

土木費

商工費

農林水産業費

環境対策等

民生費衛生費

国や県から配分されるもの
・地方交付税　
　198億4,040万円（21.9％）
・国・県補助金
　215億4,472万円（23.8％）
・そのほか 
　39億6,827万円（4.4％）

借金
75億5,700万円（8.4％）

市民税などの税金
295億5,651万円（32.6％）

ごみ処理手数料など
55億3,099万円（6.1％）

基金などの取り崩し
5億5,399万円（0.6％）前年度からの繰越金

20億2,331万円（2.2％）

市税

使用料
手数料
ほか

繰入金

繰越金

国・県補助金

地方交付税

そのほか 市債

佐
賀
市
の
平
成

年
度
一
般
会
計
決
算
︵
見
込
み
)

22

佐
賀
市
の
平
成

年
度
一
般
会
計
決
算
︵
見
込
み
)

22

■企業会計（平成22年度決算) ■

企
業
会
計
は
︑
一
企
業
の
経
営

と
い
う
観
点
か
ら
経
理
し
て
い
る

会
計
で
︑
市
に
は
交
通
事
業
や
水

道
事
業
な
ど
４
会
計
が
あ
り
ま
す
︒

●歳入（収入）総額905億 7,519万円

●歳出（支出）総額885億 2,737万円

7,509万円6,583万円7億7,923万円9億6,517万円交通

支出収入支出収入

資本的収益的
企業名

1億8,192万円1億2,135万円12億9,696万円13億2,356万円富士大和温泉病院

479万円221万円371万円518万円工業用水道

18億9,939万円15億219万円37億9,728万円42億2,828万円水道

※収益的…営業活動によるもの ※資本的…建設改良などに要するもの

※歳入と歳出の差額については、「繰越金」として平成23年度に繰り越しています｡



社会保険料
雇用主負担分

会議の委員
や嘱託職員
等への報酬

21億円
3億円

20億円

3億円3億円3億円

12億円
90億円

議員報酬

退職金
そのほか

職員給
（残業代などの
手当を含む）

道
路
や
河
川
︑
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
を
行
う
と
き
は
︑

一
時
的
に
多
く
の
お
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
施
設
は
︑
長
期
間
に

わ
た
り
利
用
す
る
た
め
︑
建
設
し

た
世
代
の
皆
さ
ん
だ
け
に
費
用
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
の
で
は
な
く
︑

将
来
の
世
代
を
含
む
︑
施
設
整
備

の
恩
恵
を
受
け
る
多
く
の
皆
さ
ん

に
費
用
を
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
た
め
︑
市
は
︑﹁
市
債
︵
地
方

債
︶﹂
と
い
う
借
金
を
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

平
成

年
度
末
現
在
︑

22

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
︑

８
９
９
億
７
︐
２
２
４
万
円

で
す
︒

平
成

年
度
の
給
与
︑
報
酬
な

22

ど
の
人
件
費
は
︑
約
１
４
９
億
円

と
な
っ
て
い
て
︑
全
体
の

・
４

16

％
を
占
め
て
い
ま
す
︒

左
の
グ
ラ
フ
に
︑
そ
の
内
訳
を

示
し
て
い
ま
す
︒

職
員
給
に
つ
い
て
は
︑
年
々
減

少
し
て
い
る
も
の
の
︑
い
わ
ゆ
る

﹁
団
塊
の
世
代
﹂
の
退
職
に
伴
う

退
職
金
や
社
会
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
共
済
組
合
等
負
担
額

が
増
加
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
退
職
勧
奨
の
実
施

や
職
員
の
効
果
的
配
置
︑
事
業
の

民
間
委
託
な
ど
に
よ
り
︑
削
減
を

進
め
て
い
ま
す
︒

市
の
収
入
の
３
割
以
上
を
占
め

る
市
税
の
状
況
は
︑
市
の
運
営
に

最
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
︒

今
後
︑
働
く
世
代
の
減
少
等
に

よ
り
︑
市
税
は
減
少
す
る
見
込
み

で
す
︒

市
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
は
︑

納
税
に
つ
い
て
相
談
体
制
の
充
実

や
︑
納
付
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
付
を
怠
っ
て
い
る
滞
納
者
へ

の
滞
納
処
分
の
徹
底
に
よ
り
︑

年
々
向
上
し
て
い
ま
す
︒

税
の
納
付
は
︑
市
民
の
義
務
で

あ
り
︑
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
︒

今
後
も
︑
さ
ら
な
る
収
納
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
︑
口
座
振

替
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
推
進
な
ど

に
よ
り
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
︑
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
︒

平
成

年
度
の
決
算
状
況
︵
見

22

込
み
︶
で
す
︒

市
の
建
物
や
基
金
︵
貯
金
︶
な

ど
︑
市
が
持
っ
て
い
る
財
産
の
状

況
で
す
︒︵
平
成

年
度
末
︶

22

○
最
後
に
⁝

限
ら
れ
た
収
入
の
中
で
み
な
さ

ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
市
の

施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

行
財
政
改
革
が
必
要
で
す
︒

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
︑
収

入
に
見
合
っ
た
財
政
規
模
を
基
本

と
し
た
上
で
︑
極
力
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
︑

効
果
の
薄
い
事
業
の
統
廃
合
な
ど

経
費
の
削
減
に
取
り
組
み
︑
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

財
政
課

☎

・
７
０
４
１

40
℻

・
５
６
６
３

26

14市報さが 平成23年８月１日号

市
債
︵
市
の
借
金
︶

に
つ
い
て

72億4,899万円56億9,174万円22億1,893万円36億9,312万円公共下水道

支 出収 入支 出収 入

1,934万円2,034万円

資 本 的

市営浄化槽

収 益 的
会計名

2億144万円2億368万円

1億9,839万円1億775万円2億4,891万円3億3,955万円農業集落排水

6億8,320万円5億1,992万円2億8,930万円4億4,519万円特定環境保全公共下水道

24億7,585万円25億2,996万円後期高齢者医療

2,187万円2,187万円老人保健医療

8,756万円8,856万円国民健康保険診療所

261億1,174万円262億9,548万円国民健康保険

歳出総額歳入総額会計名

■
一
時
借
入
金
の
状
況

支
払
い
の
た
め
の
お
金
が

不
足
す
る
場
合
に
︑
金
融
機

関
か
ら
一
時
的
に
借
入
れ
る

お
金
の
こ
と
で
す
︒

平
成

年

月
末
時
点
で
︑

23

3

一
時
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

︵
企
業
会
計
を
除
く
︶

人
件
費
に
つ
い
て

市
税
に
つ
い
て

特
別
会
計
に
つ
い
て

市
の
財
産
に
つ
い
て

91.9

94.2
95.0

95.4

96.2

91.0

93.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0［%］

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

市税徴収率の推移（平成16年度〜平成22年度)

799,636㎡
54億

5,078万円

32,381,862㎡
280億

2,335万円
1,978個

建物
有価証券

そのほか

土地基金(貯金)
車などの

重要備品
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災
害
時
要
援
護
者
の

支
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

７
月
４
日
㈪
︑
佐
賀
市
と
西
九
州
大
学
は
﹃
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
に
関
す
る
協
定
﹄
を
締
結
し
ま

し
た
︒

福
祉
や
介
護
等
に
関
す
る
人
材
や
施
設
を
有
す
る

西
九
州
大
学
と
︑
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援

や
施
設
の
提
供
等
に
関
す
る
協
議
が
整
い
︑
今
回
の

協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
︒

こ
の
こ
と
に
よ
り
︑
災
害
が
発
生
し
た
際
︑
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
に

対
し
て
︑
避
難
所
等
に
お
け
る
福
祉
や
介
護
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

﹁
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
宣
言
﹂

認
証
事
業
所
･
団
体
募
集
中

佐
賀
市
で
は
事
業
所
・
団
体
が
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
﹁
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
宣
言
﹂

を
す
す
め
て
い
ま
す
︒
各
事
業
所
な
ど
に
は
︑
健
康

に
関
す
る
５
つ
の
項
目
の
中
で
︑
取
り
組
み
目
標
を

決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

特
典
と
し
て
健
康
に
関
す
る
情
報
を
﹁
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
通
信
﹂
で
案
内
し
た
り
︑
認
証
事
業
所
名
な
ど

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
︒

■
対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
事
業
所
・
店
舗
・

学
校
︑
お
よ
び
市
民
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
各
種

団
体
・
協
議
会
等

■
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
宣
言
５
つ
の
項
目

①
た
ば
こ
対
策
︵
必
須
︶︑
②
栄
養
・
食
生
活
︑

③
身
体
活
動
・
運
動
︑
④
歯
の
健
康
︑

⑤
自
己
健
康
管
理

※
こ
の
中
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
取
り
組
め
ば
良
い
で

す
︒︵
た
ば
こ
対
策
は
必
須
︶

■
対
象
施
設

①
佐
賀
市
諸
富
体
育
施
設

・
佐
賀
市
立
諸
富
文
化
体
育
館

(諸
富
町
大
字
諸
富
津

番
地
︶

52

・
佐
賀
市
立
諸
富
公
園
体
育
施
設

(諸
富
町
大
字
徳
富
２
０
９
３
番

地
１
︶

②
佐
賀
市
大
和
体
育
施
設

・
佐
賀
市
大
和
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー

・
佐
賀
市
立
大
和
中
央
公
園
体
育

施
設

(大
和
町
大
字
川
上
３
２
９
４
番

地
)

※
①
︑
②
の
施
設
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
︒

■
募
集
日
程

・
募
集
要
項
等
の
配
布
期
間

８
月
１
日
㈪
～
８
月

日
㈪

15

・
参
加
表
明
書
の
提
出
期
限

８
月

日
㈪

時
ま
で

15

17

・
指
定
申
請
書
の
提
出
期
限

９
月
９
日
㈮

時
ま
で

17

※
募
集
要
項
等
は
︑
配
布
期
間
中
︑

佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

■
受
付
時
間

９
時
～

時
17

︵
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
︶

■
指
定
期
間

平
成

年
４
月
１

24

日
～
平
成

年
３
月

日

29

31

■
主
な
応
募
資
格

・
市
内
に
本
店
︑
支
店
ま
た
は
営

業
所
等
を
有
す
る
な
ど
︑
管
理
運

営
に
当
た
っ
て
︑
緊
急
時
に
お
け

る
迅
速
な
連
絡
・
対
応
が
で
き
る
︒

・
体
育
施
設
の
管
理
運
営
が
で
き

る
物
的
︑
人
的
能
力
を
有
す
る
法

人
そ
の
ほ
か
の
団
体
︒

■
業
務
の
範
囲

①
施
設
の
使
用
許
可
等

②
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

③
そ
の
ほ
か
施
設
の
管
理
運
営
に

関
し
て
市
長
が
必
要
と
認
め
る

業
務

※
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
審
査
し
︑
最
優
秀
提
案
者
を

指
定
管
理
者
の
候
補
者
に
選
定
し

ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

管
理
係

(ア
イ
･ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
︶

☎

・
７
３
６
１

40
℻

・
２
０
５
０

40

体
育
施
設

指
定
管
理
者
募
集

問
い
合
わ
せ

本
庁

福
祉
総
務
課

☎

・
７
２
５
０

℻

・
７
３
９
３

40

40

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

健
康
推
進
係

(ほ
ほ
え
み
館
２
階
︶

☎

・
７
２
８
３

℻

・
０
１
１
５

40

30

事
業
所
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

▲登録された事業所等に

は、このステッカーを

お渡しします。



16

かわそえ佐賀田園の郷

ギャラリーは日曜も

開場します

川副支所内の、旧川副町議会事務局・

議長室等を常設展示室・市民美術展示室

として整備しています。

川副町ゆかりの芸術家、田原輝・深川

善次・吉田進一・大隈武夫の作品を常設

展示中です。

■場所 佐賀市川副支所

(川副町大字鹿江)

■開場時間

・平日 ９時〜17時

・日曜 ９時30分〜16時30分

※土・祝日・年末年始などは休み。

■入場料 無料

市報さが 平成23年８月１日号

住
宅
手
当
支
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
手
当
支
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
対
象
と
な
る
企
業

次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
事
業
所

①
佐
賀
県
中
小
企
業
特
別
対
策
資

金
︵
東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策

資
金
︶
の
融
資
を
受
け
︑
佐
賀

県
信
用
保
証
協
会
に
信
用
保
証

料
を
納
付
し
た

②
市
内
に
住
所
も
し
く
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
助
成
額

支
払
っ
た
初
回
信
用
保
証
料
の

２
分
の
１
相
当
額
を
︑
申
請
に
よ

り
助
成

■
申
請
期
限

初
回
信
用
保
証
料
の
納
付
日
の

翌
月
末
ま
で

※
た
だ
し
︑
平
成

年
３
月
中
に

24

納
付
し
た
場
合
は
︑
平
成

年
度

23

中
︵
平
成

年
３
月

日
ま
で
︶

24

30

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

※
く
わ
し
い
手
続
方
法
な
ど
は
︑

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
影
響
を
受
け
︑
佐
賀
県
中
小
企
業
特
別
対
策
資

︵
東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
資
金
︶
を
借
り
入
れ
た
市
内
中
小
企
業
者

に
対
し
︑
支
払
っ
た
初
回
信
用
保
証
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

■
対
象
者

支
給
申
請
時
に
︑
次

の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成

年

月
１
日
以
降
に
離

19

10

職
し
た
人
︒

②
離
職
前
︑
自
ら
の
給
与
や
賃
金

を
主
な
収
入
と
し
て
世
帯
の
生

計
を
維
持
し
て
い
た
人
︒

③
就
労
能
力
と
常
用
就
職
の
意
欲

が
あ
り
︑
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
の
申
し
込
み
を
行
う
人
︑

ま
た
は
現
に
行
っ
て
い
る
人
︒

④
住
宅
を
喪
失
︑
ま
た
は
喪
失
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
人
︒

⑤
原
則
︑
収
入
の
な
い
人
︒

※
一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
︑

次
の
金
額
以
下
︒

・
単
身
世
帯
⁝

８
４
︐
０
０
０
円
＋
家
賃
未
満

・
２
人
世
帯
⁝

１
７
２
︐
０
０
０
円
以
内

・
３
人
以
上
世
帯
⁝

１
７
２
︐
０
０
０
円
＋
家
賃
未
満

⑥
預
貯
金
が
次
の
金
額
以
下
︒

・
単
身
世
帯
⁝

万
円

50

・
複
数
世
帯
⁝
１
０
０
万
円

※
⑤
︑
⑥
の
複
数
世
帯
に
は
︑
同

一
生
計
の
同
居
親
族
の
収
入
月

額
・
預
貯
金
額
を
含
み
ま
す
︒

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対

す
る
雇
用
施
策
に
よ
る
給
付

︵
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
な
ど
︶︑

自
治
体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸

付
や
給
付
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
︒

※
住
宅
手
当
の
支
給
期
間
中
は
︑

常
用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

■
支
給
額

支
給
対
象
者
が
賃
借

す
る
住
宅
の
賃
料
実
額
︒

※
上
限
﹁
月
額
﹂

単
身
世
帯

３
０
︐
３
０
０
円

複
数
世
帯

３
９
︐
４
０
０
円

■
支
給
期
間

最
長
６
カ
月
間

(一
定
の
条
件
で
延
長
３
カ
月
間
︶

■
申
請
方
法

保
護
課
で
制
度
の
説
明
を
受
け
︑

本
人
確
認
︑
離
職
関
係
︑
収
入
︑

預
金
関
係
の
書
類
な
ど
の
証
明
書

類
を
添
え
て
︑﹁
住
宅
手
当
支
給

申
請
書
﹂
を
提
出
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
住
宅
を
喪
失
し
た
人
は
︑

入
居
希
望
の
住
宅
を
探
し
︑
住
宅

の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
後
︑
申
請

く
だ
さ
い
︒

■
支
給
方
法

住
宅
の
貸
主
の
口
座
に
振
り
込

み
と
な
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

保
護
課

(１
階

番
窓
口
)

37

☎

・
７
２
６
３

40
℻

・
２
８
６
６

24

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

商
業
振
興
課

金
融
・
労
政
係

☎

・
７
１
０
２

40
℻

・
６
２
４
４

26

問い合わせ

佐賀市教育委員会 川副出張所

教育課 ☎45・8919 ℻45・4642

｢
東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
資
金
信
用
保
証
料
助
成
事
業
｣

｢
東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
資
金
信
用
保
証
料
助
成
事
業
｣

を
創
設
し
ま
し
た

を
創
設
し
ま
し
た
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語
り
つ
ご
う
︑
平
和
の
尊
さ

『
第

回

佐
賀
市
平
和
展
』

20

■
日
時

８
月
４
日
㈭
～
７
日
㈰

時
～

時

10

19

(
最
終
日
は

時
ま
で
)

17

■
場
所

佐
賀
市
立
図
書
館

２
階
︵
佐
賀
市
天
神
︶

■
入
場
・
参
加
料

無
料

■
常
設
展

○
漫
画
家
た
ち
の
八
月
十
五
日
展

昭
和

年
の
絵
手
紙
１
１
１
名

20

の
漫
画
家
・
作
家
た
ち
の
作
品
集

﹃
私
の
八
月
十
五
日
﹄︵
私
の
八
月

十
五
日
の
会
編
︶
の
中
か
ら
抜
粋

し
た
作
品
︵
複
製
︶
を
展
示
︒

︿
出
展
漫
画
家
・
作
家
﹀

赤
塚
不
二
夫
︑
ち
ば
て
つ
や
︑

手
塚
治
虫
︑
水
木
し
げ
る
︑

や
な
せ
た
か
し
︑
ほ
か
多
数

○
｢ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
の
記
憶
﹂

原
爆
投
下
後
の
惨
状
や
︑
被
害

状
況
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
︒

○
地
雷
の
レ
プ
リ
カ
展
示

■
イ
ベ
ン
ト

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

(４
日
︑

時

分
～

時

分
)

10

30

11

15

・
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

(佐
賀
み
や
き
ハ
ン
ド
ベ
ル
︶

・
合
唱
︵
平
和
の
旅
へ
合
唱
団
︶

○
こ
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
、
佐

賀
空
襲
の
記
憶
(戦
争
体
験
講
話
︶

(５
日
︑

時
～

時

分
)

14

14

30

佐
賀
空
襲
を
記
録
す
る
会
会
長

の
辻
公
照
さ
ん
が
︑
昭
和

年
８

20

月
５
日
に
佐
賀
を
襲
っ
た
﹁
佐
賀

空
襲
﹂
に
つ
い
て
語
り
ま
す
︒

○
平
和
へ
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト

(７
日
︑

時
～

時

分
)

14

15

30

平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め
た
︑
子

ど
も
た
ち
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
︒

出
演
：
テ
ィ
ー
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
︑
酒
井
ゆ
い
︑

な
な
こ
が

○
映
画
上
映

は
だ
し
の
ゲ
ン
が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ

︵
４
日
︑

時

分
～
・

11

30

５
日
︑
６
日
︑

時
～
)

11

｢は
だ
し
の
ゲ
ン
﹂
の
作
者
︑
中

沢
啓
治
さ
ん
が
当
時
の
記
憶
や
体

験
を
語
る
今
年
完
成
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
作
品
︵
字
幕
付
き
︶

は
だ
し
の
ゲ
ン

︵
４
日
︑
６
日

時
～
・

14

５
日
︑

時
～
・
７
日
︑

時
～
)

15

11

一
瞬
に
し
て
原
爆
焦
土
と
な
っ

た
広
島
で
︑
た
く
ま
し
く
生
き
る

少
年
ゲ
ン
を
笑
い
と
涙
を
ま
じ
え

て
感
動
的
に
描
い
た
︑
長
編
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン

■
参
加
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
戦
時
中
の
食
体
験

す
い
と
ん
を
食
べ
て
み
よ
う

(６
日
︑
７
日
︑

時
～
な
く
な

11

り
し
だ
い
終
了
)

・
む
か
し
あ
そ
び
体
験

メ
ン
コ
︑
ビ
ー
玉
︑
お
て
だ
ま

な
ど︵
６
日
︑７
日
︑

時
～

時
︶

11

15

・
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

・
平
和
の
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
折
り
鶴
は
︑
期

間
終
了
後
︑
広
島
平
和
記
念
資
料

館
へ
送
り
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

総
務
法
制
課

☎

・
７
０
１
１

40
℻

・
２
０
９
５

29

Ⓒちばてつや

地
域
連
携
型
佐
賀
大
学
公
開
講
座

豊
か
で
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
創
る
消
費
生
活
講
座

～
磨
こ
う
！
あ
な
た
の
消
費
者
力
～

講
師

佐
賀
大
学
経
済
学
部
教
授

岩
本

諭
さ
ん

暮
ら
し
の
知
識
を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
楽
し
く
学
ぶ

消
費
生
活
講
座
で
す
︒

■
時
間

時

分
～

時

10

30

12

■
会
場

ア
イ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

５
階

大
中
会
議
室

■
定
員

人
程
度

50

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

氏
名︵
ふ
り
が
な
︶︑

住
所
︑
電
話
番
号
︑
参
加
講
座
を
︑

電
話
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
メ
ー
ル
︵
件

名
を
﹁
佐
賀
大
学
公
開
講
座
の
申

込
﹂
と
記
入
︶
で
連
絡
く
だ
さ
い
︒

︵
電
話
受
付

９
時
～

時
︶

17

■
申
込
期
限

８
月

日
㈮

時

19

17

身近な食品から考えよ

う！ 食の安全安心②
９月26日㈪

身近な食品から考えよ

う！ 食の安全安心①
９月12日㈪

暮らしに役立つ！

表示・広告の正しい知

識

９月５日㈪

価格の仕組みを知って

選べる消費者に！
８月29日㈪

テ ー マ日 程

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎

・
７
０
８
６

40
℻

・
２
０
５
０

40
位

k
a
tsu
d
o
@
city
.sa
g
a
.lg
.jp
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と
り
親
家
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等
医
療
費
助
成
制
度
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■
受
付
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈬

31

※
月
曜
～
金
曜

８
時

分
～

時

30

17

※
日
曜
︵
本
庁
の
み
︶
９
時
～

時
16

︻
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
︼

期
限
ま
で
に
届
出
が
な
い
場
合
︑
手
当
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
︒

※
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
人
も
︑
届
出
が
必
要
で
す
︒

︻
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
資
格

の
更
新
申
請
︼

期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
︑
９
月
１

日
か
ら
の
受
給
資
格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
︒

※
７
月
下
旬
に
対
象
者
に
案
内
文
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
︑
必
要
書
類
な
ど
を
確
認

の
上
︑
各
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
︒

平
成

年
度
︵
平
成

年
中
︶
の
所
得
申
告

23

22

が
お
済
み
で
な
い
人
は
︑
申
告
を
済
ま
せ
て

か
ら
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
︵

歳
18

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

日
ま
で

31

の
間
に
あ
る
者
︒
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は

歳
未
満
で
一
定
以
上
の
障
が
い
の
状
態

20
に
あ
る
者
も
対
象
︶
を
監
護
ま
た
は
養
育
し

て
い
る
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
養
育
者
は
︑

手
当
の
支
給
や
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘こ

う

禁き
ん

さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺い

棄き

さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童

(
資
格
の
制
限
︶

所
得
︑
児
童
の
施
設
入
所
︑
公
的
年
金
受

給
な
ど
に
つ
い
て
制
限
が
あ
る
ほ
か
︑
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
と
き
は

受
給
で
き
な
い
と
い
う
制
限
も
あ
り
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

配
偶
者
が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定

め
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
受
給
で

き
る
児
童
扶
養
手
当
は
︑
対
象
児
童
が
障
害

基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
対
象
で
あ
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
平
成

年
23

４
月
以
降
は
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
の
加
算
の
ど
ち
ら
か
額
の
多
い
方
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

■
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
受
給
と
な
り
ま

す
が
︑
制
度
を
知
り
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た

な
ど
︑
や
む
を
得
な
い
事
情
で
申
請
が
遅
れ

た
場
合
は
︑
平
成

年
８
月

日
ま
で
に
申

23

31

請
す
れ
ば
︑
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
平
成

年
４
月
分
か
ら

23

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
対
象
児
童
が
複
数
い
る
場
合
は
︑
そ
れ
ぞ

れ
に
額
の
比
較
を
行
い
ま
す
︒

※
受
給
者
本
人
も
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合
は
︑
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
で
は
︑
平
成

年
23

度
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
︵
昭
和

40

46

年
４
月
１
日
～
昭
和

年
３
月

日
生
ま

47

31

れ
︶︑
い
わ
ゆ
る
﹁
特
定
健
診
﹂
の
対
象
に
初

め
て
な
っ
た
人
の
自
己
負
担
金
︵
１
︐
０
０

０
円
︶
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
機
会
に
︑
年
に
１
回
特
定
健
診
を
受

け
る
こ
と
を
習
慣
と
し
︑
高
血
圧
や
︑
糖
尿

病
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
︒

特
定
健
診
は
︑
お
近
く
の
医
療
機
関
ま
た

は
︑
佐
賀
県
医
師
会
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー

︵
要
事
前
予
約

☎

・
８
８
３
５
︶
で
受
け

31

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
受
診
の
際
は
︑
保
険

証
を
持
参
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
日
曜
在
宅
医
が
特
定
健
診
実
施
医

療
機
関
の
場
合
︑
午
前
中
の
み
特
定
健
診
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

福
祉
総
務
課

母
子
福
祉
係

☎

・
７
２
５
２

℻

・
５
４
４
０

40

25

ま
た
は

各
支
所
保
健
福
祉
課

・
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

佐
賀
年
金
事
務
所

☎

・
４
１
９
１

31

問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

保
険
企
画
係

☎

・
７
２
７
０

℻

・
７
３
９
０

40

40

８
月
は
﹁
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
﹂
・
﹁
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
受
給
資
格
の
更

新
申
請
﹂
の
手
続
期
間
で
す

﹁
児
童
扶
養
手
当
﹂
・
﹁
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
﹂
の
ご
案
内

障
害
基
礎
年
金
の
子
の

加
算
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

児
童
扶
養
手
当
の

支
給
対
象
が
拡
大
に

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る

歳
の
人
は
︑
特
定

40

健
診
を
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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■
任
用
ま
で
の
流
れ

合
格
者
を
︑
試
験
結
果
上
位
者
か

ら
順
に
﹁
学
校
給
食
業
務
日
日
雇
用

職
員
登
録
名
簿
﹂
に
登
録
し
︑
職
員

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
上
位
者
か

ら
順
次
配
属
し
ま
す
︵
試
験
結
果
は

受
験
者
全
員
に
文
書
で
通
知
︒
な
お
︑

名
簿
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶︒

■
申
込
方
法

写
真
付
き
履
歴
書

︵
日
中
に
連
絡
可
能
な
電
話
番
号
を

記
入
︶
１
枚
を
︑
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
︒
面
接
の
日
時
は
︑
申
し

込
み
受
け
付
け
時
に
口
頭
ま
た
は
電

話
で
通
知
し
ま
す
︒

■
申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈮

時
必
着

19

17

■
選
考
方
法

書
類
選
考

お
よ
び
面
接

(面
接
予
定
日

８
月

日
㈬
︶

24

■
業
務
名

学
校
給
食
業
務
補
助

■
業
務
内
容

調
理
・
配
分
・
配
食
の
業
務
︑

食
器
洗
浄
お
よ
び
清
掃
作
業

■
受
験
資
格

年
齢
お
よ
び
居
住

地
を
制
限
せ
ず
広
く
募
集
し
ま
す

が
︑
佐
賀
市
の
日
日
雇
用
職
員
を

退
職
後
︑

月
１
日
時
点
で
６
カ

10

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
︒

■
勤
務
場
所

市
内
の
小
学
校
ま

た
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
任
用
期
間

任
用
開
始
か
ら
平

成

年
３
月

日
ま
で
︵
勤
務
成

24

31

績
に
よ
り
更
新
の
場
合
あ
り
︶

■
勤
務
形
態

８
時

分
頃
～

15

17

時
頃
ま
で
の
間
で
︑
１
日
２
～
７

時
間
程
度
︑
週
３
日
程
度
の
シ
フ

ト
制
交
代
勤
務
︒
給
食
の
な
い
日

︵
春
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
︑

学
校
の
特
別
行
事
開
催
日
な
ど
︶

は
勤
務
な
し
︒

※
配
属
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︒

■
賃
金
額
︵
平
成

年
度
単
価
︶

23

時
給
９
１
７
円

※
変
更
の
場
合
あ
り
︒
賃
金
以
外

の
手
当
支
給
な
し
︒

■
名
簿
登
録
期
間

月
１
日
～

10平
成

年
３
月

日

24

31

■
勤
務
内
容

①
病
棟
看
護
業
務
︵
看
護
師
・
准
看
護
師
︶

②
外
来
看
護
業
務
︵
看
護
師
・
准
看
護
師
︶

③
リ
ハ
ビ
リ
業
務
︵
理
学
療
法
士
︶

④
病
棟
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
業
務

(ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
︶

■
勤
務
形
態

週

時
間

分
の
シ
フ
ト
勤

38

45

務

※
パ
ー
ト
勤
務
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
︒

■
賃
金
︵
日
当
︶

①
病
棟
看
護
師

１
１
︐
５
０
０
円

(准
看
護
師

１
０
︐
０
０
０
円
)

※
夜
勤
手
当
︵
回
︶
別
途

４
︐
９
９
７
円

(准
看
護
師

４
︐
６
６
１
円
)

②
外
来
看
護
師

１
１
︐
０
０
０
円

(准
看
護
師

９
︐
５
０
０
円
)

③
理
学
療
法
士

１
１
︐
０
０
０
円

④
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

夜
勤
あ
り

７
︐
４
０
０
円

夜
勤
な
し

７
︐
２
０
０
円

※
社
会
保
険
︑
有
休
制
度
あ
り
︒
看
護
師
・

准
看
護
師
︵
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
︶
で
６
月
間

良
好
に
勤
務
し
た
場
合
︑
嘱
託
職
員
と
し
て

任
用
･昇
給
し
ま
す
︒
(理
学
療
養
士
を
除
く
)

■
申
込
方
法
ほ
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒
そ
の
後
面

接
を
行
い
︑
採
否
を
決
定
し
ま
す
︒

■
業
務
名
・
内
容

生
活
指
導
員

︵
小
中
学
校
で
の
支
援
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
の
介
助
や

対
象
児
の
い
る
学
級
の
補
助
︑
お
よ
び
事
務
補
助
な
ど
︶

■
募
集
人
数

３
人
程
度

■
受
験
資
格

教
員
ま
た
は
保
育
士
の
資
格
の
あ
る
人
︒

年
齢
お
よ
び
居
住
地
を
制
限
せ
ず
広
く
募
集
し
ま
す
が
︑

佐
賀
市
の
嘱
託
職
員
を
退
職
後
︑
９
月

日
の
時
点
で

1

1

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
︒

■
任
用
期
間

９
月

日
㈭
～
平
成

年
３
月

日
㈯
︵
勤
務
成
績
が

1

24

31

良
好
な
場
合
︑
雇
用
期
間
更
新
の
場
合
あ
り
︶

■
勤
務
形
態

月
曜
～
金
曜

週

時
間
勤
務

32

■
報
酬
額
等

月
額
１
５
０
︐
３
７
０
円

︵
こ
れ
以
外
の
手
当
て
な
し
︒
社
会
・
雇
用
保
険
あ
り
︶

■
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
(写
真
添
付
︶
を
︑
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
︒︵
封
筒
と
履
歴
書
に
業
務
名
を
明
記
く
だ
さ
い
︶

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
︒

■
申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈪

時
必
着

22

17

■
選
考
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

︵
面
接
予
定
日
：
８
月

日
㈭
・

日
㈮
・

日
㈪
︶

25

26

29

※
面
接
日
時
等
は
︑
随
時
電
話
連
絡
し
ま
す
︒
昼
間
に
連

絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
を
記
入
く
だ
さ
い
︒

■
発
表

８
月

日
㈬
ま
で
に
合
格
者
の
み
文
書
で
通
知

31

し
ま
す
︒ 学

校
教
育
課

嘱
託
職
員
募
集

学
校
給
食
業
務
日
日
雇
用
職
員
︵
パ
ー
ト
︶
募
集

富
士
大
和
温
泉
病
院

看
護
師
等
(

臨
時
職
員
)

募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
１
１

佐
賀
市
大
財
三
丁
目

番

号

大
財
別
館
３
階

佐
賀
市
教
育
委
員
会

11

21

学
校
教
育
課

教
職
員
係

☎

・
７
３
５
５

40

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
１
１

佐
賀
市
大
財
三
丁
目

番

号

11

21

佐
賀
市
役
所

大
財
別
館
３
階

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

総
務
係

☎

・
７
３
５
１

40

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
立
富
士
大
和
温
泉
病
院

☎

・
０
１
１
１

63
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■
対
象

全
講
座
に
参
加
で
き
︑

修
了
後
の
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
参
加
で
き
る
市
内

在
住
の
人
︒

■
定
員

人
程
度

15

︵
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

■
期
間

９
月
～
１
月
︵
主
に
日

曜
日

時
～

時
︶
※

月
・

10

12

10

11

月
は
月
２
回
開
催
予
定

■
場
所

佐
賀
県
緑
化
流
通
セ
ン
タ
ー

︵
高
木
瀬
町
︶︑
佐
賀
市
立
図
書
館

■
講
座
内
容

花
づ
く
り
の
基
礎

知
識
の
習
得
か
ら
花
壇
づ
く
り
の

実
習
ま
で
︵
７
回
開
催
︶

■
受
講
料

無
料
︵
別
途
教
材
費

が
必
要
と
な
る
場
合
あ
り
︶

■
応
募
方
法

は
が
き
に
︑
住
所
︑

参
加
者
名
︑
年
齢
︑
性
別
︑
電
話

番
号
︑
応
募
理
由
︑
講
座
修
了
後

に
や
り
た
い
こ
と
を
明
記
の
上
︑

送
付
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

８
月

日
㈮
当
日
消
印
有
効

26

気
軽
に
参
加
で
き
る
弓
道
教
室

■
期
間

８
月

日
㈬
～

月
５
日
㈬
の
毎
週
水
・

24

10

土
曜
日
︵
全

回
︶

13

水
曜
日

８
月

日
︑

日
︑
９
月
７
日
︑

日
︑

24

31

14

日
︑

日
︑

月
５
日

時
～

時

21

28

10

19

21

土
曜
日

８
月

日
︑
９
月
３
日
︑

日
︑

日
︑

27

10

17

日
︑

月
１
日

時
～

時

24

10

10

12

■
場
所

佐
賀
市
立
弓
道
場
︵
西
与
賀
町
高
太
郎
︶

■
対
象

中
学
生
以
上

(初
心
者
︑
経
験
者
い
ず
れ
も
可
)

■
定
員

先
着

人
︵
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
︶

30

■
参
加
料

３
︐
５
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
含
む

■
持
っ
て
く
る
も
の

運
動
の
で
き
る
服
装
を
準
備
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
︑
氏
名
︑

年
齢
︑
性
別
︑
連
絡
先
︑
経
験
の
有
無
を
連
絡
し
︑

申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒︵
９
時
～

時
受
け
付
け
︶

17

■
申
込
期
限

８
月

日
㈬

17

さ
が
の
よ
か
と
こ
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
ム
︵
市
委
託
事
業
︶

名
尾
和
紙
･
竹
細
工
作
り
体
験

３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
肥
前
名
尾
和
紙
工
房
で

和
紙
作
り
に
挑
戦
︒
昼
食
後
は
竹
細
工
作
り
を
体
験

し
ま
す
︒

■
日
時

８
月

日
㈰

９
時
～

時

21

17

(市
役
所
西
玄
関
に
８
時

分
集
合
)

50

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
あ
り
︒
会
場
ま
で
は
専
用

バ
ス
で
移
動

■
定
員

先
着

人
程
度
︵
保
護
者
同
伴
︶

20

■
参
加
料

中
学
生
以
上

２
︐
５
０
０
円

３
歳
児
以
上

１
︐
５
０
０
円

※
食
事
・
体
験
料
・
バ
ス
代
込

■
持
っ
て
く
る
も
の

動
き
や
す
い
服
装
・
タ
オ
ル
・
着
替
え

■
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(財
)佐
賀
市
体
育
協
会

☎

・
２
２
５
５

℻

・
２
１
７
１

33

33

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

世
紀
県
民
の
森

21総
合
案
内
セ
ン
タ
ー
ほ
お
の
き

☎

・
２
３
４
１

57

み
ど
り
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
を

対
象
に
︑
花
や
み
ど
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
べ
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
︒
花
が
大
好
き
な
仲
間
と
知
り
合
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
︒
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
︒

第
５
期

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

緑
化
推
進
課

緑
化
推
進
係
﹁
花
と
み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
﹂
担
当

☎

・
７
１
６
４

40
℻

・
７
３
７
６

26

・生ごみ堆肥化および生ご

みで土づくり

・寄せ植えの基礎知識

（実習）

・花壇づくり計画

（現場視察）

・路地植えと鉢植えの違い

・花壇デザイン

10月

(２回

開催)

・リーダー養成講座開校式

・植物の基礎知識

・種から育てる花づくり

(実習）

９月

(１回

開催)

内容開催月

・リーダー講座修了式

・意見交換

１月

(１回

開催)

・庭木の育て方

・挿し木、接ぎ木（実習）

12月

(１回

開催)

・花壇づくり、花壇の土づ

くり（実習）

・花苗植え込み（実習）

11月

(２回

開催)
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健
康
ひ
ろ
げ
隊
と
は
︑
自
分
で
も
健
康
づ
く

り
を
実
践
し
な
が
ら
︑
ま
わ
り
の
人
に
も
健
康

づ
く
り
を
広
め
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
︒体

を
動
か
す
こ
と
︑
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好

き
な
人
︑
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
︒

■
対
象

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

歳
未
満
の

65

人
で
︑
講
座
修
了
後
︑
健
康
ひ
ろ
げ
隊
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

■
内
容

運
動
実
技
︵
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
︑
体
操
︑

ス
ト
レ
ッ
チ
︑
水
中
運
動
な
ど
︶・
体
力
測
定
・

健
康
講
話
・
調
理
実
習
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど※
水
中
運
動
は
泳
げ
な
い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
︒

■
日
時

月

日
～
平
成

年
２
月

日

10

13

24

16

︵
全

回
コ
ー
ス
)主
に
木
曜

時

分
～

時

14

13

30

16

■
場
所

佐
賀
市
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
・
ほ
ほ

え
み
館
︵
兵
庫
町
藤
木
︶

■
定
員

人
程
度

30

︵
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

■
参
加
料

１
０
０
円
︵
資
料
代
︶

※
調
理
実
習
の
食
材
費
は
別
途
自
己
負
担
︒

■
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限

９
月
５
日
㈪

心
を
こ
め
て
話
を
聴
く
こ
と
で
︑
相
手
の
心

を
ケ
ア
す
る
﹁
傾
聴
﹂
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
︒

︻
養
成
講
座
︼

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
佐
賀
か
た
ら
い
に
よ
る

連
続
養
成
講
座
で
す
︒

■
期
日

９
月

日
(金
・
祝
)～

日
㈪

23

26

■
場
所

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
︵
兵
庫
町
大
字
藤
木
︶

■
対
象

全
講
座
の
受
講
が
可
能
で
︑
修
了
後
に
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
料

５
︐
０
０
０
円

■
申
込
期
限

８
月

日
㈬

31

︻
公
開
講
座
︼

■
日
時

９
月

日
(金
・
祝
)

時
～

時

23

10

12

■
場
所

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

多
目
的
ホ
ー
ル

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア

理
事
長

鈴
木

絹
英
さ
ん

■
参
加
料

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
︑
健
康
な
食
生
活
に
つ

い
て
学
び
︑
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が
い
き

い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
︒

現
在
公
民
館
な
ど
で
︑
生
活
習
慣
病
予
防
の

講
話
と
調
理
実
習
を
行
う
﹃
食
の
健
康
教
室
伝

達
会
﹄﹃
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
﹄
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

や
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
︑
協
力
し
て
い
ま
す
︒

■
対
象

市
内
在
住
者
の
概
ね

歳
以
下
で
︑

70

月
１
回
の
講
座
を
受
講
で
き
る
人

■
期
間

Ａ
コ
ー
ス
⁝
９
月

日
㈫
︑

日
㈬
︑

月

13

28

10

19

日
㈬
︑

月

日
㈬
︑

月
７
日
㈬
︑
１
月

11

16

12

日
㈬
︑
２
月

日
㈬

18

22

Ｂ
コ
ー
ス
⁝
９
月

日
㈫
︑

日
㈬
︑

月

13

28

10

21

日
㈮
︑

月

日
㈮
︑

月
９
日
㈮
︑
１
月

11

18

12

日
㈮
︑
２
月

日
㈬

20

22

■
場
所

Ａ
コ
ー
ス
⁝
大
和
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
と
ほ
ほ
え
み
館
︑
Ｂ
コ
ー
ス
⁝
川
副
町
保

健
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ほ
え
み
館

■
内
容

健
康
や
栄
養
に
関
す
る
講
話
︑
調
理

実
習
・
試
食

■
時
間

９
時

分
～

時

30

15

■
定
員

Ａ
︑
Ｂ
コ
ー
ス
各

人
・
先
着
順

30

■
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
︐
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈮

19

健
康
ひ
ろ
げ
隊
︵
健
康
推
進
員
︶

育
成
講
座
受
講
生
募
集

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︵
食
生
活
改
善
推

進
員
︶
養
成
講
座
受
講
生
募
集

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
︵
ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
３

℻

・
０
１
１
５

40

30

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
︵
ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
３

℻

・
０
１
１
５

40

30

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎

・
６
６
７
０

℻

・
６
６
６
５

32

32

第

回
市
民
糖
尿
病
教
室

92
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
医
師
会
内

健
康
増
進
佐
賀
市
民
会
議

☎

・
１
４
１
４

31
℻

・
４
６
０
７

30

■
日
時

８
月

日
㈯

27
時

分
～

13

30

■
場
所

佐
賀
市
医
師
会
立
看
護
専
門
学

校
︵
新
中
町
︶

■
内
容

-
尿
糖
︑
血
糖
無
料
検
査

(当
日
受
付
︶

時

分
～

13

30

-
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝

臓
・
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
診
療
教

授

安
西
慶
三
さ
ん
に
よ
る
講
演

時

分
～

14

15

｢自
分
で
ま
も
ろ
う
︑
地
域
で
ま
も

ろ
う
︑
糖
尿
病
﹂

-
糖
尿
病
モ
デ
ル
食
の
展
示

お
よ
び
食
事
療
法
指
導

■
入
場
料

無
料



メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る

証
明
書
自
動
交
付
機
休
止

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
証

明
書
自
動
交
付
機
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
︒
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
︒

■
休
止
日

８
月

日
㈯

27

■
設
置
場
所

本
庁
１
階
・
大
和

支
所
１
階
・
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
生
活
課

☎

・
７
０
８
１

40
℻

・
９
１
８
８

28

平
成

年
度
か
ら
固
定

資
産
税
︵
償
却
資
産
︶
の

﹁
み
な
し
課
税
﹂
を

実
施
し
ま
す

24

｢
み
な
し
課
税
﹂
と
は
︑
申
告
期

限
︵
毎
年
１
月
末
日
︶
ま
で
に
償

却
資
産
の
申
告
が
な
く
て
も
︑
前

回
申
告
と
同
様
の
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
と
み
な
し
て
課
税
す

る
方
法
を
い
い
ま
す
︒

期
限
ま
で
に
償
却
資
産
の
申
告

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
も
引
き
続

き
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
︒
適
正

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

資
産
税
課

償
却
資
産
担
当

☎

・
７
０
７
３

40
℻

・
５
４
０
８

25
８
月
４
日
は

『
は
し
か
の
日
』

予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か

『
は
し
か
の
日
﹄
に
合
わ
せ
て
︑

土
曜
・
日
曜
・
平
日
の
夕
方
な
ど

の
時
間
帯
に
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
︒

ま
だ
︑
接
種
が
お
済
み
で
な
い
人

は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
︒

■
期
間

８
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰

■
実
施
医
療
機
関

佐
賀
県
内
の
協
力
医
療
機
関

(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

※
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

■
接
種
で
き
る
予
防
接
種

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

(
そ
の
ほ
か
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
︑
各
医
療
機
関
に
相
談
く

だ
さ
い
︶

■
対
象
者

・
１
歳
～
２
歳
に
い
た
る
ま
で

・
平
成

年
４
月
２
日
～

17
平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ

18

・
平
成

年
４
月
２
日
～

10
平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ

11

・
平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
係

(
ほ
ほ
え
み
館
)

☎

・
７
２
８
２

40
℻

・
０
１
１
５

30
お
盆
の
し
尿
等

く
み
と
り
の
休
止

次
の
期
間
︑
く
み
と
り
を
休
止

し
ま
す
︒

ま
た
︑
計
画
収
集
に
つ
い
て
は
︑

早
め
の
収
集
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
︒
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

■
佐
賀
・
諸
富
・
大
和
・
川
副
・

東
与
賀
地
区

８
月

日
㈯
～

日
㈪

13

15

■
富
士
・
三
瀬
・
久
保
田
地
区

８
月

日
㈯
～

日
㈫

13

16

◎
問
い
合
わ
せ

衛
生
セ
ン
タ
ー

☎

・
７
３
０
２

26
℻

・
７
７
５
２

26
戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の

慰
霊
と
世
界
恒
久
平
和
の

黙
と
う
を

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
時
刻
と
︑
終
戦
記
念
日
の
12

時
に
は
︑
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
︑
家
庭
や
職
場

で
黙
と
う
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
︒

■
日
時

【
広
島
︼
８
月
６
日
㈯

８
時

分
15

【
長
崎
︼
８
月
９
日
㈫

時
２
分

11

(
黙
と
う
時
間

１
分
間
︶

【
終
戦
記
念
日
︼

８
月

日
㈪

時

15

12

(
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
黙
と
う

に
あ
わ
せ
て
１
分
間
︶

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

総
務
法
制
課

☎

・
７
０
１
０

40
℻

・
２
０
９
５

29
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催



８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

■
道
路
の
陥
没
・
損
傷
を

発
見
し
た
ら

市
で
は
︑
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
道
路
の
陥
没
や
損
傷
な
ど

の
早
期
発
見
に
努
め
︑
そ
の
補
修

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
︑
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
︑

よ
り
い
っ
そ
う
迅
速
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

通
勤
途
中
や
散
歩
な
ど
で
︑
道

路
の
陥
没
・
損
傷
や
危
険
な
場
所

を
発
見
し
た
ら
︑
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
︑
す
ぐ
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
︒

︻
参
考
例
︼

直
径

㎝
く
ら
い
の
穴
が
開
い

30

て
い
る
︑
道
路
の
端
︵
路
肩
︶
が

欠
け
て
い
る
︑

㎝
く
ら
い
の
石

20

が
３
個
以
上
落
ち
て
い
る
な
ど
︒

※
私
道
や
私
有
地
内
に
つ
い
て
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
︒

■
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の

刈
り
込
み
を

自
宅
の
樹
木
の
枝
が
車
道
や
歩

道
ま
で
伸
び
て
い
ま
せ
ん
か
？

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は
︑

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
た
り
︑
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り

し
て
︑
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
も
な
り
︑
照
明
灯
や
防
犯

灯
の
明
る
さ
も
半
減
し
ま
す
︒

歩
行
者
の
安
全
確
保
︑
交
通
事

故
防
止
︑
緊
急
車
両
の
通
行
確
保

の
た
め
に
も
︑
自
宅
の
枝
や
葉
が

道
路
に
張
り
出
し
て
い
な
い
か
定

期
的
に
点
検
し
︑
刈
り
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
︒

○
平
成

年
度

23

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣推
進
標
語

『ふ
し
ぎ
だ
ね

こ
の
道
歩
く
と

ほ
っ
と
す
る
』

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

道
路
管
理
課

☎

・
７
１
７
５

40
℻

・
７
３
９
７

40
北
部
建
設
事
務
所

☎

・
２
８
６
３

58
℻

・
２
１
１
９

58
南
部
建
設
事
務
所

☎

・
１
８
０
４

45
℻

・
８
０
２
３

45自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
に
つ
い
て

佐
賀
市
長
と
自
衛
隊
佐
賀
地
方

協
力
本
部
長
の
委
嘱
を
受
け
︑
17

人
の
相
談
員
が
７
月
１
日
か
ら
２

年
間
の
任
期
で
活
動
し
ま
す
︒

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

■
相
談
員
の
主
な
仕
事

自
衛
隊
へ
志
願
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
︑
市
民
へ
自
衛
隊
に
対

す
る
情
報
の
提
供
な
ど
︑
自
衛
隊
︑

自
治
体
︑
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
︒

■
相
談
員
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

牛
島

英
典

︵
城
北
︶

山
本

義
之

︵
成
章
︶

森
永

喜
一
郎
︵
城
東
︶

德
富

伸
茂

︵
城
西
︶

城
野

義
信

︵
金
泉
︶

阪
口

二
郎

︵
大
和
︶

中
山
田

勝

︵
大
和
︶

野
田

凖
慈

︵
大
和
︶

姉
川

直
子

︵
富
士
︶

今
村

正
道

︵
鍋
島
︶

堤

惟
義

︵
芙
蓉
︶

中
原

友
義

︵
三
瀬
︶

小
城
原

寛

︵
城
南
︶

野
村

正

︵
昭
栄
︶

佐
伯

勝
美

︵
久
保
田
︶

鳥
巣

昭
八

︵
川
副
︶

江
副

博
保

︵
川
副
︶

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
募
集
案
内
所

☎

・
５
０
０
２

31

国
際
成
人
力
調
査

︵
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｃ
︶
の
実
施

国
際
成
人
力
調
査
︵
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ａ

Ｃ
：
ピ
ア
ッ
ク
︶
は
︑
成
人
が
日

常
生
活
や
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る

技
能
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
か

を
調
べ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︵
経
済
協
力

開
発
機
構
︶
が
進
め
る
国
際
比
較

調
査
で
す
︒

今
回
︑
こ
の
調
査
に
佐
賀
市
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
︒

■
期
間

平
成

年
８
月
～

23

平
成

年
１
月

24

■
対
象

無
作
為
に
抽
出
し
た
16

歳
以
上

歳
以
下

65

(
対
象
者
に
は
７
月
末
以
降
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶

■
調
査
実
施
方
法

文
部
科
学
省

所
管
の
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が

委
託
す
る
民
間
の
調
査
会
社
の
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
︒

日
時
の
調
整
後
︑
対
象
者
の
希

望
に
応
じ
て
在
宅
ま
た
は
近
所
の

会
場
で
調
査
員
と
１
対
１
で
実
施

し
ま
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

国
立
教
育
政
策
研
究
所

☎

・
６
７
３
３
・
６
９
３
９

03
℻

・
６
７
３
３
・
６
９
３
８

03
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第
３
回

プ
レ
マ
マ
＆
パ
パ
サ
ロ
ン

■
内
容

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

に
な
る
心
の
準
備
︒
沐
浴
実
習
︑

妊
婦
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど
︒

■
対
象

初
出
産
で
︑
平
成

年
23

月
末
ま
で
に
出
産
予
定
の
人

12
︵
夫
婦
で
参
加
く
だ
さ
い
︶

■
日
時

８
月

日
㈰

28

午
前
の
部

時
～

時

10

12

午
後
の
部

時
～

時

14

16

■
場
所

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

多

目
的
室
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶

■
講
師

独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構

佐
賀
病
院
助
産
師
他

■
定
員

各
先
着

組
18

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

８
月
１
日
㈪

時
10

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢
ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
﹂

☎

・
７
２
８
７

40
さ
が
水
も
の
が
た
り
館

夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

●
嘉
瀬
川
調
査
隊

川
や
水
の
力
や
ひ
み
つ
︑
川
の

生
物
︑
川
の
仕
事
と
成
富
兵
庫
公

の
業
績
な
ど
︑
盛
り
だ
く
さ
ん
の

テ
ー
マ
を
取
り
そ
ろ
え
︑
隊
員
を

待
っ
て
い
ま
す
︒

■
日
時

・
入
隊
式

８
月
７
日
㈰

時
～

時

14

15

・
隊
員
お
助
け
日

日
・

日

20

21

・
報
告
解
散
式

８
月

日
㈰

28

９
時

分
～

時

分

30

11

30

■
場
所

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

(
大
和
町
尼
寺
︶

■
講
師

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

長

荒
牧
軍
治
さ
ん

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
︑
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
︵
月
曜
休
館
︶
︒

●
嘉
瀬
川
交
流
塾

第
５
回
佐
賀
平
野
の
水
問
題
を
考

え
る
①
佐
賀
平
野
の
水
シ
ス
テ
ム

平
成

年
度
に
竣
工
す
る
嘉
瀬

23

川
ダ
ム
事
業
や
筑
後
川
下
流
土
地

改
良
事
業
な
ど
︑
佐
賀
平
野
全
体

の
水
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
︒

■
日
時

８
月

日
㈯

20
時

分
～

時

13

30

15

■
場
所

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

(
大
和
町
尼
寺
)

■
講
師

元
佐
賀
県
副
知
事

川
上
義
幸
さ
ん

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
︵
月
曜
休
館
︶
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

☎

・
１
２
７
７

62
℻

・
１
２
８
７

62
佐
賀
平
野
﹁
水
と
歴
史
の

探
検
隊
﹂
参
加
者
募
集

水
に
関
係
し
た
施
設
を
巡
っ
て
︑

そ
の
仕
組
み
や
歴
史
を
学
ん
だ
り
︑

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
北

山
ダ
ム
内
部
を
見
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
︒

※
昼
食
の
準
備
あ
り
︒

■
内
容

ダ
ム
本
体
内
部
体
験
︑

船
で
の
ダ
ム
湖
探
検
︑
佐
賀
市
に

水
を
流
す
仕
組
み
や
︑
石
井
樋
と

成
冨
兵
庫
茂
安
公
に
つ
い
て

■
日
時

８
月

日
㈫

23

８
時

分
～

時

分

30

16

30

■
対
象

小
学
校
４
～
６
年
生
と

保
護
者
︵
小
学
生
の
み
の
参
加
可
︶

■
定
員

人
︵
先
着
順
︶

40

■
参
加
料

小
学
生
１
０
０
円

保
護
者
３
０
０
円

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
土
里
ネ
ッ
ト
さ
が
土
地

(
佐
賀
土
地
改
良
区
)

総
務
課

☎

・
４
３
８
２

22
℻

・
１
０
４
８

29
位

in
fo
@
s
a
-to
c
h
i.jp

下
水
道
図
画
･
ポ
ス
タ
ー
･

標
語
作
品
の
募
集

９
月

日
﹁
下
水
道
の
日
﹂
に

10

ち
な
ん
で
︑
下
水
道
の
Ｐ
Ｒ
活
動

用
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
︒

︻
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
︼

■
対
象

市
内
小
中
学
生

■
用
紙

画
用
紙
の
大
き
さ

(
Ｂ
４
～
Ａ
２
判
以
内
)

■
応
募
方
法

各
学
校
で
取
り
ま

と
め
て
提
出
く
だ
さ
い
︒

※
ポ
ス
タ
ー
に
は
﹁
９
月

日
下

10

水
道
の
日
﹂
の
文
字
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
︒
︵
小
学
校
低
学
年
は
︑

文
字
な
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
︶

︻
標
語
の
部
︼

■
対
象

市
内
在
住
の
人

■
用
紙

は
が
き
︑
ま
た
は
同
等

の
大
き
さ
の
用
紙
︵
１
枚
に
１
作

品
を
記
入
く
だ
さ
い
︶

■
応
募
方
法

下
水
道
企
画
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

９
月
９
日
㈮

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
９

−

０
９
２
６

佐
賀
市
若
宮
三
丁
目
６
番

号
︵
水
道
局
５
階
︶

60下
水
道
企
画
課

排
水
設
備
係

☎

・
５
０
４
４

34
℻

・
１
５
０
５

33
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税
の
書
写
・
作
文
・

書
道
作
品
募
集

税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
や

自
分
自
身
の
体
験
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
︒

︻
小
学
６
年
生
・
中
学
生
の
書
写
︼

・
テ
ー
マ

小
学
６
年
生
｢
納
税
｣
︑

中
学
生

税
に
関
す
る
も
の

・
用
紙

半
紙
︒
作
品
の
左
側
に

学
校
名
︑
学
年
︑
氏
名
を
記
入

く
だ
さ
い
︒

︻
高
校
生
の
作
文
・
書
道
︼

・
テ
ー
マ

税
に
関
す
る
も
の
︒

○
作
文

・
用
紙

１
︐
２
０
０
字
以
内
︒

所
定
用
紙
は
各
学
校
に
配
布
済
︒

標
題
︑
学
校
名
︑
学
年
︑
氏
名

を
記
入
く
だ
さ
い
︒

○
書
道

・
用
紙

画
仙
紙
半
切
の
２
分
の

１
︵
縦

㎝
×
横

㎝
︶
︒
作

67

35

品
の
左
側
に
学
校
名
︑
学
年
︑

氏
名
を
記
入
く
だ
さ
い
︒

■
応
募
点
数

一
人
一
点

■
申
込
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限

９
月
５
日
㈪
必
着

(
高
校
生
の
作
文
は
９
月
７
日
㈬

必
着
︶

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
︒
佐
賀

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
に
帰
属

し
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

佐
賀
市
租
税
教

育
推
進
協
議
会
事
務
局

(
市
民
税
課
内
︶
本
庁
５
階

☎

・
７
０
６
０

40
℻

・
５
４
０
８

25

※
高
校
生
の
作
文

佐
賀
税
務
署

総
務
課

☎

・
７
５
１
１

32平
成

年
度
佐
賀
市

子
ど
も
環
境
作
品
展

作
品
募
集

23

手
作
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
と
環
境

に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
︒
入
賞
者
に
は
賞
品
も
あ
り

ま
す
︒

■
対
象

市
内
の
小
・
中
学
生

■
募
集
作
品
︵
全
学
年
共
通
︶

︻
マ
イ
バ
ッ
グ
部
門
︼

手
作
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
で
︑
素

材
・
形
や
装
飾
な
ど
は
自
由
で
す
︒

家
庭
の
不
用
品
を
再
利
用
す
る

な
ど
︑
で
き
る
だ
け
環
境
に
配
慮

し
た
も
の
を
作
り
ま
し
ょ
う
︒

︻
環
境
ポ
ス
タ
ー
部
門
︼

地
球
温
暖
化
や
ご
み
︑
自
然
環

境
な
ど
︑
環
境
保
全
に
つ
い
て
思

う
こ
と
を
︑
標
語
を
ま
じ
え
て
図

画
に
あ
ら
わ
し
た
作
品
を
募
集
︒

作
品
は
︑
画
用
紙
四
つ
切
り
ま

た
は
八
つ
切
り
を
提
出
く
だ
さ
い
︒

■
応
募
方
法

応
募
作
品
は
各
学

校
へ
提
出
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

９
月

日
㈫

20

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

環
境
課

温
暖
化
対
策
室

☎

・
７
２
０
１

40
℻

・
５
９
０
１

26
第
７
回
グ
ラ
ス
ホ
パ
ー

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

佐
賀

in各
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
か
ら
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
参
加
無
料
︒
事
前
申
し
込

み
不
要
で
す
︒

︽
第
１
回
︾

■
日
時

８
月

日
㈭

18
時

分
～

19

30

■
講
師
・
講
演
内
容

・
植
田

実
さ
ん

(
日
本
テ
ニ
ス
協
会

強
化
本
部
副
本
部
長
︶

｢
テ
ニ
ス
む
か
し
話
﹂

・
道
上

静
香
さ
ん

(
日
本
テ
ニ
ス
協
会

強
化
本
部

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
女
子
監
督
︶

｢
自
分
の
身
体
を
知
っ
て
︑
テ
ニ

ス
に
生
か
そ
う
﹂

︽
第
２
回
︾

■
日
時

８
月

日
㈯

20
時

分
～

19

30

■
講
師
・
講
演
内
容

・
小
清
水

孝
子
さ
ん

(
福
岡
大
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

准
教
授
︶

｢
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
と
し
て

の
食
事
の
基
本
﹂

・
小
西

一
三
さ
ん

(
グ
ラ
ス
ホ
パ
ー
大
会
会
長
︶

｢
テ
ニ
ス
の
基
本
に
つ
い
て
﹂

※
会
場
は
２
日
と
も
ホ
テ
ル
龍
登

園
︵
大
和
町
︶

◎
問
い
合
わ
せ

｢
夢
は
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
へ
﹂

実
行
委
員
会

☎

・
１
８
３
２

98
℻

・
３
５
９
４

98
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一
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

参
加
者
募
集

九
十
九
島
動
植
物
園
で
動
物
た

ち
と
楽
し
も
う
︒

■
対
象

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
子

■
日
程

９
月
４
日
㈰

■
場
所

九
十
九
島
動
植
物
園

■
定
員

先
着
２
０
０
人

※
大
型
バ
ス
４
台
で
移
動

■
申
込
方
法

電
話
︑
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

８
月

日
㈪

15

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
／
℻

・
２
４
８
９

32

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

パ
ソ
コ
ン
初
級
︵
未
経
験
者
可
︶

ワ
ー
ド
︑
エ
ク
セ
ル
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
学
べ
ま
す
︒

■
対
象
者

市
内
居
住
の
母
子
家

庭
の
母
︑
父
子
家
庭
の
父
︑
寡
婦

■
定
員

人
10

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

■
受
講
期
間

８
月

日
㈬
～

10

10

月

日
㈭
の
水
・
木
曜
日

時
～

13

13

時
︵
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ

15く
だ
さ
い
︶

■
受
講
場
所

ほ
ほ
え
み
館
２
階

︵
小
会
議
室
︶

■
受
講
料

５
︑
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
あ
り

■
申
込
方
法

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
︑

は
が
き
で
︑
住
所
︑
氏
名
︑
年
齢
︑

電
話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

８
月
８
日
㈪

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
９

−

０
９
１
５

佐
賀
市
兵
庫
町
藤
木
１
０
０
６

番
地
１

ほ
ほ
え
み
館
３
階

佐
賀
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
／
℻

・
２
４
８
９

32

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

が
っ
て
ん
福
祉
・
介
護
講
座

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
重
要

性
や
︑
市
民
参
加
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
講
座
で
す
︒

■
日
時

８
月

日
㈭
︑

日
㈪

25

29

各

時
～

時
開
催

10

16

■
場
所

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会
館

■
定
員

先
着

人
30

■
受
講
料

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

☎

・
５
８
３
３

36
℻

・
６
２
６
３

36

精
神
保
健

｢
患
者
・
家
族
講
座
｣

精
神
疾
患
で
治
療
中
︵
主
に
統

合
失
調
症
︶
の
人
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
と
し
た
講
座
で
す
︒

■
場
所

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事

務
所

別
館
２
階
会
議
室

■
日
時

○
８
月
２
日
㈫

精
神
疾
患
に
つ
い
て

早
津
江
病
院

医
師

○
９
月
６
日
㈫

精
神
疾
患
と
患
者
さ
ん
と
の
向

き
合
い
方
家
族
の
対
応
な
ど

西
九
州
大
学

准
教
授

○

月
４
日
㈫

10家
族
対
応
に
つ
い
て

当
事
者

家
族
よ
り

佐
賀
げ
ん
き
会
当
事
者
家
族

○

月

日
㈬

11

16

社
会
資
源
に
つ
い
て

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
士

○

月
９
日
㈮

12就
労
に
つ
い
て

も
し
も
し
ネ
ッ
ト
就
労
支
援
員

※
８
月
２
日
㈫
の
み

時

分
～

時

13

45

16

(
受
け
付
け

時

分
～
︶

13

30

９
月
６
日
㈫
以
降

時

分
～

時

分

13

30

15

30

(
受
け
付
け

時

分
～
︶

13

15

■
申
込
方
法

事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
担
当

☎

・
１
６
９
１

30
体
験
登
山
を
し
ま
せ
ん
か

夏
の
え
び
の
高
原

池
め
ぐ
り
と
甑
岳

２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
︒

体
力
に
合
わ
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
︒

成
人
病
予
防
に
も
効
果
的
で
す
︒

未
経
験
者
︑
初
心
者
で
も
参
加
で

き
る
コ
ー
ス
で
す
︒

■
日
時

８
月

日
㈰

28

６
時
～

時
︵
予
定
︶

21

■
コ
ー
ス

①
え
び
の
高
原

白

鳥
山
と
池
め
ぐ
り
︑
②
え
び
の
高

原

甑
(
こ
し
き
)
岳
と
池
め
ぐ
り

■
集
合
場
所
・
時
間

・
金
立
公
園

５
時

分
45

・
佐
賀
駅
バ
ス
セ
ン
タ
ー

６
時

・
佐
賀
市
諸
富
支
所

６
時

分
15

■
参
加
料

７
︐
０
０
０
円

■
持
っ
て
く
る
も
の

登
山
用
の

服
装
︑
弁
当
︑
水
筒
︑
雨
具
︑
ご

み
袋
︑
入
浴
セ
ッ
ト
な
ど

■
申
込
期
限

８
月

日
㈬

24

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ウ
ト
ド
ア

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
︵
岩
田
︶

☎

・
８
４
９
８

29
☎
０
９
０
･
７
３
８
９
･
６
８
３
０
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神
埼
地
区
消
防
事
務
組
合

職
員
︵
消
防
史
員
︶
採
用

試
験

■
採
用
予
定
人
数

２
人

■
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２

58

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
第
一
次
試
験
日

９
月

日
㈰

18

■
申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈮

19

※
佐
賀
市
民
も
受
験
で
き
ま
す
︒

申
込
方
法
な
ど
︑
く
わ
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

神
埼
地
区
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課

☎

・
３
２
９
１

52
佐
賀
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

■
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
︒

①
高
校
(
旧
制
中
学
)
以
上
の
土
木

工
学
科
等
を
卒
業
し
︑
排
水
設
備

工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関

し
２
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
︒

②
高
校
(
旧
制
中
学
)
を
卒
業
し
︑

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
３
年
以
上
の
経
験
を

有
す
る
︒

③
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
５
年
以
上
の
経
験

を
有
す
る
︒

■
試
験
日

月
５
日
㈬

10

■
会
場

佐
賀
市
文
化
会
館

■
受
験
料

５
︐
０
０
０
円

■
案
内
配
布

８
月
１
日
㈪
～

日
㈬

24

■
申
込
期
間

８
月

日
㈫
～

日
㈬

16

24

○
試
験
前
講
習
会
(希
望
者
の
み
)

・
期
日

９
月

日
㈬

28

・
場
所

佐
賀
市
文
化
会
館

・
受
講
料

３
︐
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
を
各
自
購
入
持
参
︒

◎
問
い
合
わ
せ

下
水
道
企
画
課
(
水
道
局
５
階
)

☎

・
５
０
４
４

34
℻

・
１
５
０
５

33
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
(
大
学
卒
業
程
度
)
１
人

■
受
験
資
格

次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
人

①
昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
２

59

年
４
月
１
日
生
ま
れ

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
︑
大
学
︵
短
期
大
学
を
除
く
︶

等
を
卒
業
し
た
人
︑
ま
た
は
︑
平

成

年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

24
込
み
の
人

■
一
次
試
験
日

９
月

日
㈰

18

■
申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～

日
㈮
︵
土
日
を
除
く
︶

19

※
用
紙
等
は
企
業
団
に
用
意
︒
く

わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団

総
務
課

庶
務
係

☎

・
６
１
５
１

30
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

︿

月
期
﹀

10

■
募
集
訓
練
科
名

テ
ク
ニ
カ
ル

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
(

人
)
・
金

18

属
加
工
科
(

人
)
・
電
気
設
備
科

18

(

人
)
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

18
科
(

人
︶
・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
(

18

24

人
)
︒
※
ほ
か
に
企
業
実
習
を
含

む
訓
練
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
︒

■
申
込
期
限

９
月
２
日
㈮

■
入
所
日

月
４
日
㈫

10

■
訓
練
期
間
・
時
間

６
カ
月

９
時

分
～

時

分

30

15

40

■
対
象

雇
用
保
険
受
給
資
格
者

等
の
離
職
者
お
よ
び
求
職
者
で
︑

再
就
職
の
た
め
︑
技
能
習
得
を
必

要
と
す
る
人
︒

■
申
込
方
法

公
共
職
業
安
定
所

に
︑
応
募
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
︒

※
毎
月
︑
佐
賀
セ
ン
タ
ー
で
は
職

業
訓
練
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

佐
賀
セ
ン
タ
ー
(
兵
庫
町
若
宮
︶

☎

・
９
５
１
６

26

第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

農
地
部
会

71

■
日
時

８
月

日
㈮

12

９
時

分
～

30

■
場
所

本
庁
３
階
第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着
５
人

■
傍
聴
手
続
き

希
望
者
は
︑
農

業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係

☎

・
７
３
４
１

40
℻

・
７
３
９
１

40第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

振
興
部
会

56

■
日
時

８
月

日
㈭

18

９
時

分
～

30

■
場
所

本
庁
３
階
第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着
５
人

■
傍
聴
手
続
き

希
望
者
は
︑
農

業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

振
興
係

☎

・
７
３
４
２

40
℻

・
７
３
９
１

40

27 市報さが 平成23年８月１日号

審

議

会

等
の
開
催

ご

案

内

募

集

審
議
会
等
の
開
催


	02
	s28586_20110729023907
	s28586_20110729024023
	s28586_20110729024123

	01
	s28586_20110729023655
	s28586_20110729023907
	s28586_20110729024023
	s28586_20110729024123
	s28586_20110729024243
	s28586_20110729025354
	s28586_20110729025727




